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はじめに 

 

令和 7年 9月 25日、文部科学省は次期学習指導要領に向けた教育課程企画特

別部会における論点整理を報告しました。社会の変化が加速し将来の予測が難

しくなる中、こどもたちが多様な他者と協働し、主体的に学び、課題を見いだし

て解決する力を育むことは一層重要です。国の議論でも、こどもの多様性や学び

のプロセスを尊重し、柔軟で包摂的な学びの実現が求められています。 

本市でも国の方向性を踏まえ、「総合的な学力」の育成を重視した教育を推進

してきました。令和 7年度は「学びのコンパス」が授業と結び付き、「こどもが

自ら学ぶ姿」を意識した授業改善の取組が各校に広がりました。令和 8 年度か

らは「第 4 期 未来をつくる堺教育プラン ～未来を切り拓く力の育成～」に基

づき、「授業改善の推進」や「家庭学習習慣の形成」等の取組を軸に、自ら学び

を進めることができるこどもの育成を進めていきます。 

これらの取組を着実に進めていくためには、個々の学びの状況を把握する「こ

ども理解」及び教科の本質をとらえる「教科の理解」について、教員が日々研鑽

を積み重ねることが重要です。 

堺市教育センターでも、個別最適な学びと協働的な学びの充実に向け、児童生

徒用パソコン活用の推進、学力向上の研究・発信、研修の充実や教育相談など、

多様な取組を進めています。今後も学校園に寄り添い、現場に伴走しながら教育

活動の充実に努めてまいります。 

本研究紀要には、市内の学校園や教育委員会の研究・実践を掲載しています。

日々の教育実践の一助としてご活用いただければ幸いです。最後に、研究や実践

を支えてこられた校園長先生をはじめ教職員の皆様、紀要作成に携わっていた

だいた皆様に深く感謝申しあげます。こどもたちが主体的に学び、未来を切り拓

く力を育めるよう、共に歩みを進めてまいります。 

 

令和 8年 3月 

 

堺市教育センター 

所長 井村 美穂 
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〇 はじめに（テーマ設定の理由） 

 

 本校の学校教育目標は，「自立貢献～探究と協働を

ど真ん中におく学校～」と掲げ，全校で「総合」を中

心とした探究活動とカリキュラムマネジメントを積

極的に推進している。３年生が，泉北地域の学習にお

いて，本地域がオリーブや柑橘類の育成に適した土地

であり気候も適していることを学んだ。市内でオリー

ブを栽培している農家の出前授業で，オリーブの木は

「挿し木」で増やし易く,その一方でオリーブ油の搾

りかすが 9割あり，SDGsの観点で課題であることも知

った。そこで「循環型社会の実現をめざしてオリーブ

を探究しオリーブ商品で地域を盛り上げよう」を目標

に掲げ，児童主体の本格的な研究が本年度より４年生

を中心に始まった。 

一方学校と地域の協働活動が地域活性化施策の一

助に結びつき，魅力ある地域づくりに有効になる可能

性を秘めている共通認識を持ち，この２年間検討し活

動を実施してきた。その関係性強化が実を結び，連合

自治会は，「地域のこどもは地域全体で育てる」施策を

展開している。このことは，学校として，総合をキー

としたカリキュラムマネジメントにも本格的につな

がりやすくなったと考え，高齢者の生涯学習とも合わ

せながら一体となった活動をめざしている。 

更に「オリーブ」を通じた探究活動は専門性を取り

入れることにより探究が深まり，STEAM 教育に結びつ

くることも意識して，高等学校・大学・企業・行政と

連携体制を構築した。「オリーブを核とした６次産業

プロジェクト＊」として地域課題や社会課題を解決す

る産官学民連携探究と位置付けた。 

＊農業（１次産業）工業（２次産業）商業（３次産業）

を掛け合わせた探究活動の意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 研究内容 

 

平和の象徴・生命の木である「オリーブ」を通じて

児童の自然科学の芽を育み，地域と高等学校・大学等

と協働して行う持続可能な循環型社会づくりを考え

るにあたり，スタートの年である今年度は児童の探究

心と好奇心を刺激する探究のアプローチが重要であ

り必要である旨の結論に至った。 

第一段階は，オリーブのことを知りオリーブの魅力

を理解することとし，第二段階では児童が，オリーブ

とどう関りどのような探究を行っていくかを考える

こととした。第一段階においてはオリーブ農家の出前

授業とオリーブの木の世話を通じて学ぶ実践で多く

の知己を得て，第二段階においては個人・グループ探

究と４学年全体で行う学年探究のスキームとした。 

その為に指導する教職員の研究は何よりも重要と

なり，オリーブ農家による座学や育成の指導を受けた

り，我が国のオリーブ生産先進地域である小豆島の経

験豊富な人材・組織のアドバイスを受けながら研究を

進めることとした。 

児童の個人・グループ探究は，児童の個性あふれる

探究を年間を通して行っている。学年探究Ⅰは，府立

農芸高等学校資源動物科とコラボレーションして行

う「オリーブの搾りかすを豚の餌に混ぜて出荷する豚

「児童の主体的な取組による生活科・総合的な学習の推進及び 

カリキュラムマネジメントへの展開」 

          堺市立新檜尾台小学校                                                     

代表校長名   古谷 俊之          

            研究者 職名・名前（教頭 石谷 愛  教諭 源 理恵 

教諭 横山 朋典 教諭 染手 佳祐  ）  

                

             ) 

                         （              ） 

2 



「教育課題研究支援」研究報告書                【グループ】様式 6 

の飼料研究」を行うことにした。学年探究Ⅱは，摂南

大学理工学部と行う「オリーブの葉で発電を行う研究」

とした。学年探究Ⅰは，オリーブ油の搾りかすが９割

あり，その殆どが破棄されている実態に鑑み，４年生

で学ぶ SDGs の観点からも探究する意義が大きいと考

えた。 

尚，本研究支援のおかげで関係が構築できた小豆島

のオリーブ牛の飼料開発者の指導を受けられている

ことは教職員の研究及び児童の探究の充実に大きく

寄与している。 

 

〇 具体的な研究方法，調査方法 

 

オリーブは生命力の強さや乾燥に強いことは有名

だが，本校は科学的にも未詳な部分も多くあり探究の

価値が多くあると考えている。児童は，「搾りかす」の

探究を学年探究Ⅰとして府立農芸高等学校と提携し

「搾りかす」を従来の飼料に混ぜて「オリーブ豚」の

生産を行う探究をスタートさせた。高校生が講義する

出前授業を受けながら，今春は昨秋収穫した実の「搾

りかす」を与え試験的に与えオリーブ豚を育てていく

予定である。 

 

しかし，昨年農芸高校と本校が試験的に行ったオリ

ーブ搾りかす飼料は，ペースト状そのままで飼料にす

ると渋みが強いということも分かってきた。普通は課

題が出たらあきらめるところだが，本校の児童と教職

員は，その課題を解決して良質のオリーブ豚作りをし

たいと却って積極的になった。 

そこで，小豆島の研究視察で，オリーブ牛農場を訪

問し，牛の餌にオリーブ搾りかすを混ぜて肉質の良い

オリーブ牛を開発した石井正樹さんを訪問し話を伺

ったところ「オリーブ飼料には消臭効果もあるため，

農場はにおいが少なくなった。またオリーブ飼料には

ビタミンが少なく，出荷前の脂身を増やす段階の飼料

としても非常に優れている。」と教えてもらった。 

 

そこで，本プロジェクトにおいてオリーブ搾りかす

の問題を相談すると意外な話が出てきた。「最初オリ

ーブ餌は牛も食べず悩んでいた時に，渋みを和らげる

には渋柿を乾燥させるように，オリーブペーストを乾

燥させてはどうかと考えつき，与えたところ見事に食

べてくれました。」との話も聞け，まさしく「成功の陰

に苦労や失敗はつきもの」ということを実感し，あき

らめない気持ちで教職員も児童と共に探究を深めて

いく決意をした。本校としては，順調にいくことが探

究の全てでなく，むしろ課題に突き当たった時に試行

錯誤し，協働で課題解決をすることも重要と捉えてい

る。よってこの状況はむしろ課題追究するうえで絶好

の機会と考え，教職員同士や提携先と研究を深め，状

況によっては児童も交ぜて解決の糸口を探りたい。 

学年探究Ⅱは，「オリーブの葉で発電を行う研究～

葉緑体から発電が？～」をテーマに摂南大学教授・学

生と協働して探究することである。本校のオリーブの

森を育てながら「オリーブを軸とした持続可能な学び」

と，同学の研究テーマである「光合成建築」を結びつ

けることで，児童が日々親しむオリーブの木を使って

科学探究を行ったりデザインしたりすることを学ぶ，

いわゆる STEAM教育を意識した探究活動である。具体

的には，児童達が育ててきたオリーブの葉で光合成燃

料電池を作る体験や，オリーブの枝と幹を使ってツリ

ーハウスのデザインに挑戦する今回の取り組みは，本

校が大切にしてきた２つのそうぞう（想像と創造）の

学びと，同学が研究し，将来的に世に出そうという考

えで研究開発している光合成建築の夢がつながった

ものである。 

小豆島町立安田小学校訪問で，オリーブの木を図工

教材として扱っていたところに更に科学的見地を加

えてなにかしたいという思いが具現化した。植物の特

性を生かした発電体験や自然素材を使った創作活動

を通して，SDGsにもつながる最先端のサイエンスとア

ートを次世代を担う児童が体験できる良い機会とな
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っている。 

 この学年探究ⅡはSTEAM教育の根幹を成す第一歩で

もあると考え，入念に準備検討した。Science は，葉

緑体から化学反応を起こさせ，そこからエネルギーを

作りだす，Technologyは，ツリーハウスとオリーブの

木の建築にあたりその技術そのものであると共に化

学反応で生まれたそのエネルギーを電池として存在

させ，Engineeringはその電池と目的物を通電する 

ために配線計画・電池の交換手法等を考え，

Mathematics は，ツリーハウス作成にあたりツリーハ

ウス全体のバランスを考えツリーハウスの「大きさ」・

ハウスを支えるオリーブ木の支柱の「長さ」・組み方は

「図形」の思考等全体を通して数字・数学算数の概念

が必須であり，Art は作品全体の雰囲気を醸し出し，

かつスムーズに機能が動くための調和をとる。これこ

そがSTEAM教育の一つの具体化した学びの例と本校で

は考えている。 

 

以上具体的に研究を他者と交わり考えながら推進

してきた。今後は更にデータに基づく研究をする等，

オリーブ探究を深めながら他の研究を模索して追究

していきミクロ的な探究を「循環型社会の実現をめざ

してオリーブを探究しオリーブ商品で地域を盛り上

げよう」というマクロ的な探究に近づけていく。また

地域との協働にあたっては，視察した小豆島町オリー

ブ課・土庄町農業課・小豆島町教育委員会との対話に

より，小豆島全体におけるオリーブの産学官民ぐるみ

での教育資源化の方策，特に，地域の産業・文化・環

境を総合的に教育に統合する「地域包括的カリキュラ

ム・デザイン」の事例が大変に参考になり，本校の探

究もこの１年で産学公民連携の下地ができており，そ

の点についても深めていきたい。 

 

〇 成果と課題 

 

成果としては，本研究支援により日本においてオリ

ーブ生産のガリバー的存在の小豆島を訪問したこと

により，産（井上誠耕園）学（町立安田小学校）官（小

豆島町オリーブ課・土庄町農業課・小豆島教委）民（オ

リーブ牛開発者）の皆様から現場で直々に話を聞き本

研究のヒントを多くいただき教職員がその研究に即

活かしていることである。（小豆島町立安田小学校と

今後数年間行う児童同士の協働的学びは２月から実

施） 

日常における地域・高等学校・大学・企業との連携

も進めているが，小豆島視察によりその連携と関係性

も深まっている。更に本校の通常授業においても従来

の教科書・指導書に加え他者との協働により実践的な

学びをタイムリーに児童に行い，児童の探究活動も深

まっている。産学官連携に基づく教育的展開は，児童

の学習を実社会と接続させる「Authentic Learning（真

正の学び）」の好例と考え，本校においても更に教育活

動のなかで展開していく。 

児童の個人探究を例にとると「オリーブの葉を使っ

たお茶探究」「オリーブに寄る虫探究」「挿し木と種か

ら育つオリーブ育成比較探究」「オリーブのオリジナ

ル肥料探究」等をテーマに年間を通して行った。これ

らの個人探究については，個人あるいはグループで 11

月にオリーブの森において中間報告会を実施した。 

かなり専門的に考えている発表やデータを重視し

た発表を地域の方や中学生にプレゼンテーション出

来たことは，「主体的・対話的・深い学び」の充実にも

つながっている。 

尚，中谷財団成果発表会において児童が個人探究の

一部及び学年探究Ⅰ及びⅡについて東京で発表した

が，口頭発表部門表彰４校のうちの１校に選出された。

例年高等学校が選ばれる常識を破っての受賞は堺市

の探究活動の成果であり，本研究支援が支えてくれた

ものでありこの場を借りて感謝申し上げる。 
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課題としては，今回の視察成果を基盤として，オリ

ーブを媒介とした横断的・探究的・協働的なカリキュ

ラム開発を進めているが，その進捗が少し遅れている

ことである。「総合」と「〇〇科」のように 1対１のカ

リキュラムマネジメントは浸透しつつあるが更に３

教科・４教科の展開が課題である。 

具体的には，算数・理科・社会・図工・家庭科等の

教科横断的な連携を図りつつ，探究過程を可視化する

ポートフォリオ評価を導入するなど，カリキュラム・

マネジメントの高度化をめざす予定だがその作業を

早めに具体化する。STEAM 教育の充実と合わせて早め

に対応したい。 

 

〇 来年度に向けて 

 

 小豆島町立安田小学校との協働的な活動を２月に

開始するので，来年度に向けてその活動を深める研究

を総合主任・研究主任を中心に計画を考えていく。特

にオリーブはまだ未詳な部分が多く，探究には好材料

であるので違った環境の学校とは様々な意見交換が

出来ることを期待し，多様性の世の中に生きる児童に

その一端も感じさせる教育実践を行う。 

オリーブ探究は，４年生中心に行われているが，低

学年含めて他学年も大変な興味と関心を注いでいる。

オリーブに関わる全校行事や水やり・草取り等維持管

理活動は全校で行っているが，探究的な学びをしたい

要望がある。上級生はオリーブ理科クラブを作り自主

活動を起こすほど関心が高いようである。 

 

まだ企画段階であるが総合で防災を学ぶ５年生は

防災非常食考察や選定した枝・幹でオリーブで暖を取

る（例えば炭づくり）学び，６年生はキャリア教育と

絡めてオリーブ農業体験や４・５年生が商品化した商

品をスーパー等で売る商業的体験等を考えている。近

隣校でコメ作りを推進している小学校とはなにかコ

ラボして農業に関する協働化の学びも現在考察なか

で堺市小中学校における循環型社会について児童生

徒主体に正面から取組める環境を整えて体験を重視

した探究の学びを実現していく。 

教職員としては，探究的な学びと外部と連携する実

学的な学びをどう融合していくか研究を深める必要

性を感じている。本探究は他者との連携も大事にして

おり，様々な関係者と連携し，協働的な探究をより充

実させるために空き教室を利用したオリーブラボを

開設予定である。地域の方や専門性の高い高校生・大

学生と科学的洞察を深める自由探究の場として社会

に開かれた学校の探究を推進する。 

 
 

研究報告書を閉じるにあたり，来年度に向けた地域の

声・児童の声を著わす。 

・地域の声 

１．今年度「植樹式」「森に万博ベンチ贈呈式」「収穫

祭」「剪定」「森の秋祭り」「堆肥」等２か月に１度のペ

ースで小学校に行き，児童達と交流しながら活動する

ことが楽しみで，生き甲斐にもなったので，来年度は

地域からオリーブ学習について児童の教育に役立つ

ことを提案して更に一緒にオリーブ活動をしたい。 

２．（連合自治会役員）地域と学校は不可分と考えてい

た３年前から「活動」を伴う継続的な地域活性化策を

行いたいと考えていた時に「オリーブ活動」が始まり，

今では本自治会はオリーブで地域を盛り上げようと

いう意識を住民の30％程度は持っている。新檜尾台＝

オリーブのイメージを内外に PR しで地域の活性化を

学校と一緒に来年度以降推進していく。来年度以降少

子高齢化の打開策にもつなげ，「オリーブ研究で有名

な小学校と緑あふれる美しい地域に住もう」をキャッ

チフレーズに若年家族の移住も進めたい。 

・児童の声 

１．今年は実のなる量が少なかったので，来年こそた

くさんの実を収穫して，「新小産オリーブオイル」を作

って，地域のマルシェで販売活動を行いたい。 

２．収穫などの活動に来てくれていた地域の方が，実

は家が近くでした。今では，あいさつだけでなく，オ

リーブの話をするようになりました。あらためて学校

はたくさんの地域の方に支えられているんだなと実

感しました。 
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○ はじめに（テーマ設定の理由） 

 本校における各種調査結果において，いずれの調

査も正答率は平均を下回る結果であった。しかし，

学習に対する意欲や学ぶことの有用性など，情意面

における肯定的回答率は高い水準を保っている。 

 そこで，本年度の校内研修テーマを「こどもの呟

きを繋いで，主体的に学ぶ授業づくり」と定め，学

びのコンパスの理念を基に，こどもが自ら学習の主

体となり，探究していくことができる授業づくりを

めざす方針を決定した。また，研究テーマの内容か

ら，研究授業は生活科と総合的な学習の時間に焦点

をあて，行うこととした。 

 

○ 研究方法   

①研究授業 

②全体及び学年団ごとの研修，検討会の実施 

③伊那市立伊那小学校への視察 

④視察後の実践について（④‐（1），（2）） 

 

○ 研究内容 

【①，②について】 

今年度，本校は「総合的な学力向上（こどもの学

び）インフルエンサー」（以下インフルエンサー）の

加配を受けている。その担当者が中心となり，低・

中・高の各学年団の研修の方向性を調整したり，授

業の計画や実施についての指導助言を行ったりする

などして全校的に研修がテーマに沿うよう進めてき

た。 

 ６月に６年生の総合的な学習の時間において，授

業づくりやこどもの見取り方（評価）などの共通理

解を図るため提案授業を行った。事後の検討会では，

「評価すべき観点が網羅されていない」「具隊的に 

こどもにつけさせたい力の明確化」などの指摘を指 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導主事より受けた。 

７月，６月の検討会で指摘された点を踏まえ，学

年団ごとに研究授業の指導案検討を行い，1 学期の

内容を振り返り，２学期以降の展開について再検討

した。また，インフルエンサーより「学びのコンパ

ス」の理念と本校研修の方向性が合致するようにす

るための指導・助言の場を設けた。２月の公開授業

の内容についても以下の通り決定した。 

低学年…１年「きせつとなかよし」 

中学年…４年「防災について学んだことを伝えよう」 

高学年…６年「国際理解 

～自分たちの深阪万博を開こう～」 

10月以降より適宜，本校が追究するこどもが主体

の授業実践を学年団ごとに担当指導主事と授業内容

や進捗などについて報告し，指導助言を受けた。そ

の度に，学年団でこどもたちのつぶやきをどのよう

に繋ぎ，こどもが主体的に学習を進められるよう試

行錯誤しながら授業改善に取り組んだ。この時期よ

り，各学年団ともゲストティーチャーの招聘，幼小

交流やきょうだい学年交流など，クラス外，学校外

とのつながりを授業に取り入れるなど，学習内容に

広がりが見られるようになってきた。 

 

【③について】 

９月，本校が追究するこども主体の授業実践の視

察のため，長野県伊那市立伊那小学校に教頭以下３

名で公開授業に参加した。同小学校は，こどもを主

体的生活者として捉え，総合学習を軸とした探究の

学びで先駆的な学校である。当日，１，２年生の生

活科と６年生の算数，５年生の音楽（総合）の授業

を参観した後，授業者との懇談会や研究主任からの

研修概要の説明があった。 

いずれの授業でも印象的であったのが「こどもが

「こどもの呟きを繋いで，主体的に学ぶ授業づくり」 

堺市立深阪小学校  

代表校長名 日野 伸子 

    研究者 教頭 菊井 宏晃  

教諭 笹倉あかり 

教諭 矢下 紗織 
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主体の授業」を実践されていたことである。１年生

の生活科では，数日後に馬を迎え入れるため，馬小

屋づくりに取り組み，戸や屋根に釘を打ったり，木

材をのこぎりで切って長さを調節したりと分担して

熱心に取り組む様子が見られた。２年生の生活科で

はヤギが学校に来て１周年のお祝い会をするため，

家庭科室でヤギ用のクッキーを焼いていた。その後

のお祝い会では，ヤギの行きたがる場所を優先しな

がらお祝い会を進行していた。６年生の算数では，

図形の体積を求める学習についてこども同士で練習

問題の解答や解き方，考え方などを確認する様子が

見られた。５年生の音楽（総合）では合奏の練習で，

はじめは楽器ごとに分かれての練習を行った後，合

同での音合わせをしていた。合奏だけでなく，視察

者のために合唱も披露していただいたが，前に出て

きてはソロパートを歌うこどもが複数いたり，前に

は出てこないこどもも大きな声で楽しそうに歌った

りする姿が見られた。 

学校要覧には，「具体的な目標と活動計画を立てる

と共に，こどもの求めや願いに寄せ，常に修正しつ

つ，その具現化に努めることが求められる」と教師

の役割が明記されていた。学校関係者と直接懇談さ

せていただいた時も，研修主任の説明を聞いた時も，

前述した教師の役割を基にこどもと向き合うことが

こどもたちのいきいきとした姿につながっていると

感じた。 

【④‐（1）】 

 伊那市立伊那小学校の視察を通して，こどもが自

ら「なるほど。わかった。」を生み出す瞬間を大切に

する授業づくりの重要性を実感した。特に，こども

の活動に対し，担任がほとんど言葉を発さずに見守

る姿は印象的であった。一見すると活動と関係のな

い行動をしているこどもに対しても，叱責したり焦

って指導したりすることなく，こども自身の気づき

が生まれるのを待っているように感じられた。 

 授業後の研修では，担任の先生から「一番活動に

参加していないように見えたこどもが，ヤギのお腹

に赤ちゃんがいることに最初に気付いた。」という話

を聞いた。外側からの参加度にとらわれるのではな

く，こどもがそれぞれのペースや方法で学びを深め

ていることを改めて認識した。 

 また，伊那小学校へ異動して間もない先生が，段

ボールの滑り台を「実際に自分で滑ってみた」こと

で，初めて段ボールが床よりもあたたかいことに気

づいたというエピソードも印象的であった。他者か

ら説明されるよりも，まず自分自身が“体験する”

ことで初めて得られる感覚や視点があることを示し

ていた。総合的な学習における体験の質の重要性を

強く実感した。 

 これらの学びを踏まえ，視察後は自分の学級でも，

こどもたちが自ら「なるほど。わかった。」を見付け

ることができるよう，体験的な活動の時間を十分に

確保するよう努めた。たとえば理科の学習で虫探し

を行った際，３名のこどもが草むらではなく土を掘

り始めた。普段は学びに向かいにくいこどもたちで

あり，当初は活動から外れているようにも見えた。

しかし，視察での学びを踏まえ，あえてそのまま見

守ることにした。しばらくすると，「先生！土の中か

らキラキラが見つかった！」と，土の中の小さな鉱

物片を嬉しそうに見せに来た。その瞬間に，こども

たちの内側から生まれた確かな「わかった。」に立ち

会えたと感じた。 

 伊那小学校で学んだ「見守る姿勢」と「体験を通

して生まれる気づき」を意識することで，こどもが

主体的に学びを広げる場面が生まれやすくなること

を実感している。今後は，この「なるほど。わかっ

た。」がさらに「なぜ。どうなっているの。」へと発

展し，探究的で深い学びへつながるよう，自身も探

究の過程について学び続け，授業改善に努めていき

たい。 

【④‐（2）】 

 伊那小学校における生活科・総合的な学習の時間

の授業公開を視察し，本校の研究テーマである「こ

どものつぶやきをつないで，主体的に学ぶ授業づく

り」との関連を中心に，同校が長年取り組んできた

カリキュラムマネジメントや，こども主体の授業づ

くりについて理解を深めることができた。 

 伊那小学校では，こどもの思いや経験を授業の中

心に据え，学習活動を構成している点が印象的であ

った。こども同士のつながりが生まれ，その関係性

が学習への主体的な参加を促していると感じられた。 

視察を通して，自学級における授業改善の方向性と

して，次の２点を重視する必要があると考えた。 

① こどもの生活経験や興味・関心を基盤に学習計画

を立てること 

② 多様な体験活動を意図的に設定すること 
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 これらを踏まえ，生活科の単元「動くおもちゃを

つくろう」において実践を行った。単元の導入では，

こどもがこれまでに作ったり遊んだりした「動くお

もちゃ」についてふりかえり，共有する時間を設け

た。同時に，ゴム，磁石，ビー玉などの素材に触れ

る活動を設定した。その結果，こどもは素材に触れ

ながら過去の経験を思い出し，「そういえば，こんな

おもちゃを作ったことがあった。」「前に作ったとき

は，この材料を使った。」などのつぶやきが自然に生

まれた。素材に触れながら，こどもは次第に「やり

たいこと」を自ら考え始めた。例として，「ゴムで射

的を作りたい。輪ゴムが切れずに的を狙うにはどう

したらよいか。」といった相談が生まれ，友だち同士

で作り方を検討する姿が見られた。さらに，「隣のク

ラスを招待して遊んでもらおう。」「その前にもっと

おもちゃを工夫しよう。」といったつぶやきが活動の

方向性を形づくり，学習計画そのものがこどもの思

いから構成されていった。おもちゃづくりや友だち

と遊ぶ時間を十分に確保したことで，「もっとこうし

たい。」「ここを直したら，もっとよく動く。」といっ

た改良の意欲が高まり，主体的な学びが継続してい

った。 

 上記の２点を意識して授業を構成したことで，こ

どもの意欲を保ちながら，学習や活動に積極的に取

り組む姿が増えた。特に，こどもの経験や興味を起

点とした学習は，活動の見通しや目的意識を高める

効果が大きいと考えられ、今後も引き続き追究して

いきたい。 

 ○ 成果と課題 

【成果】 

人とのつながりを意識した学習活動 

 今年度は，学年団単位で授業を検討したり，こど

もについて話し合ったりする様子が多くみられるよ

うになった。その中で，こどもの思いや興味関心が

どこにあるのかを整理し，ニーズに応じた活動が行

われている。４年生の総合的な学習の時間では，防

災について地域の防災委員長や消防士を招いて話を

聞いたり，自分たちが調べたことを下級生や他校で

同じような内容の学習をしている４年生と交流した

りするなどしている。 

また，６年生では万博に校外学習に行ったことか

ら，外国の文化をテーマに年間を通して学習に取り

組んだ。万博や修学旅行では外国の方に英語でイン

タビューを試みたり，ネイティブスピーカーの母国

の料理を助言を受けながら作ってみたりするなど，

たくさんの外国の方と直接的な交流を行う機会を多

く設けていた。熱心に取り組むこどもの様子から，

人と関わることの楽しさや人に伝える目的意識を実

感しながら学習を進めることの必要性を感じた。 

【課題】 

具体的な授業の在り方について 

 視察に行った伊那小学校では，原則３年間クラス

替えがなく，３年を見通しての学習計画が立てられ

る。本校では１年単位の計画・実施となるため，こ

どもの興味関心を基にした探究のサイクルを何度か

回しながら実践を行うには十分な時間をとることが

難しかった。 

 

○ 次年度に向けて  

 成果と課題より，より計画的に教師同士のコミュ

ニケーションの場を増やす必要があると考える。本

校ではこども数の減少により，単学級の学年の増加

が見込まれる。ひとりの担任の力だけで多くのこど

もの思いや願いを満たした授業を展開していくこと

は難しい。そこで，学年団制や教科担任制など複数

の教員がこどもにかかわる体制を整備することから

始まり，その中で教員同士が十分に議論できる時間

を確保して持続可能な学習活動を行っていきたい。 

 また，人に伝える，発信する活動の充実も重要で

あると考える。８月に６年生の有志のこどもが「日

経ＳＴＥＡＭ」に参加させていただいた。原稿やポ

スターの作成に随分苦慮していたが，他校とのリモ

ートセッションや当日の来場者に説明するなど，自

分たちの学びをアウトプットする活動は，自身の学

習内容を振り返るだけでなく，相手からの質問や感

想を受けて新たな疑問や発想を得る貴重な機会とな

った。参加したこどもの後の学習での様子を見ると，

参加していないこどもとの差を感じる場面が多いた

め，できうる限りのこどもの活躍の場を与えられる

よう教師側の準備を促していきたい。 
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〇 はじめに 

 教育現場では，単なる知識の習得だけでなく，実社

会で役立つスキルや価値観を身につけることが求め

られている。「キャリア教育」においては，児童が将来

の職業選択や生き方，行動のしかたについて深く考え

る機会をもつことが重要である。児童があらゆる職業

に就く人たちとの出会いを通して，その意義や価値を

理解することがより豊かな学びにつながると考える。 

 

〇 研究の目的 

 「総合的な学習の時間」は，児童が身近な問題や社

会の出来事を題材に探究し，学びのプロセスを自らマ

ネジメントする学習の場である。本研究では，「総合的

な学習の時間」における「探究的な学び」と児童が主

体となる授業構成や手立てについて検討する。児童が

学習の当事者として自己の学びをデザインする授業

の実現に向けた具体的方策を提案したい。 

 

〇 研究内容 

 「総合的な学習の時間」において，探究的な学びを

行うことで，児童の問題解決能力や批判的思考力を向 

上させることができると考えた。そこで，以下のよ

うな計画を立て，研究を進めた。（表１） 

表１ 研究計画 

 ４月 研究グループ発足 

 ５月 授業計画の立案 

 ６月27日（金） 横浜市立戸部小学校視察 研究計画・授業計画の練り直し 

 ７月 授業実践 

    中間報告（夏季研修） 

８～10月 授業実践 

国立教育政策研究所 千々布敏弥特任研究官来校・指導 

 11月 授業実践 オープンスクール 

 12月 授業実践 わいわいまつり 

１月 研究のまとめ・ふりかえり 

 研究を進めるにあたり，視察先として，神奈川県横

浜市立戸部小学校を選定した。この学校は，20年以上

にもわたり生活科や総合的な学習の時間の研究を続

けているだけでなく，児童が主体となって「探究的な 

学び」を行っていることを知ったからである。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 横浜市立戸部小学校の視察 

（１）横浜市立戸部小学校について 

 横浜市立戸部小学校は，平成 15 年度から生活科お

よび総合的な学習の時間に関する研究に取り組み，20

年以上にわたり実践を重ねている。戸部小学校の学び

の中心には「戸部のまち」があり，児童は，地域を探

検し，商店街や公園，地域の人々とのふれあいを通じ

て，「戸部のまち」を知り，愛着を深めている。 

（２）児童主体の授業構成 

 授業は３段階で構成されている。めあてに沿って一

人ひとりが思いや考えを伝え合う「前段」，一人ひとり

が大切にしたいことやその理由を考える「後段」，自分

の思いや考えを書く「ふりかえり」の流れで行われる。 

（３）相互指名により行われる議論 

 戸部小学校の授業では，児童の発言が大変多い。ペ

ースも早く間髪入れず対話が進む。事前に書いた内容

を読むのではなく，その場で自分が考えたことを発言

する。聞いている児童も共有された資料から，話し手

の思いや考えを受け止る。どの児童も授業に主体的に

参加する。その一助と考えられるのが，児童による「相

互指名」である。教師の意図的な指名ではなく児童が

相互に指名しあうことにより，発言の自由度が上がり，

広がりが生まれる。また，教師の介入を必要最低限に

減らしている。そのため，学習の主導権が児童に委ね

られ，児童の主体性が伸長できると考えた。 

（４）構造的な板書 

 

 

 

 

図１ 構造的な板書 

「総合的な学習の時間」における「探究的な学び」の研究 ―児童が主体で進める授業― 

堺市立赤坂台小学校  

代表校長名  大田 圭子    

研究者（教頭 鎌田 卓人 主幹教諭 熊谷 操 教諭 𡈽山 彰仁 教諭 向田 はるか） 
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 戸部小学校の板書は，思考ツールを活用して児童

の発言が整理され，構造化されている。【図１】その板

書をもとに児童が考えを深め，発言を重ねている。 

 「前段」では，主に思考ツールを使用し黒板の左右

上部に児童の意見がまとめらる。「後段」や「ふりかえ

り」で語られる思いや学び，大切にしたいことは，黒

板の中心下部にまとめられる。 

（５）学びの過程が分かる掲示物 

 教室には，児童の学びの過程が掲示されていた。【図

２】このような掲示は，児童が自らの学びの過程を振

り返り，思考を重ね，学び続けていく手立てである。 

  

図２ 学びの過程がわかる掲示物 

 

〇 児童が主体となり探究する「総合的な学習

の時間」の授業実践 

（１）学習テーマの設定 

 担任から，以下の４点を提示し，児童が深めたいテ

ーマを話し合う機会をもった。 

 ①みんなで取り組める 

 ②つながれる 

 ③自分の生き方につながる 

 ④だれかのためになる 

 「社会の意識を変えたい！」という思いを共有でき

たが，テーマは一つにまとまらなかった。「みんながし

たいことをしたらいい」という意見から，「平和」，「食」，

「税」の３テーマとなった。 

（２）ゲストティーチャーとの出会い 

 今年度のキャリア教育では，多様な人の生き方に触

れ，自らの生き方について考え，大切にしたい価値観

を育てたいと考えた。そこで，テーマ設定までに国税

専門官，堺市教育委員会指導主事，栄養教諭，次世代

の語り部の４人のゲストティーチャーの授業を行っ

た。仕事への思いや大切にしていることなどを語って

もらい，児童は「出会い記録シート」に記録した。い

ずれのお話も児童の心に強く残り，テーマに大きく影

響した。児童が探究する中でも助言を得ることができ，

内容に深まりが生まれた。 

（３）戸部小学校の実践からの学び 

 戸部小学校の実践から次の２点に取り組んだ。 

１点目は，相互指名と教師の発言を減らすことであ

る。児童は相互指名の経験がなく戸惑っていたが，次

第に自発的に挙手し発言するようになった。普段の授

業では発言しない児童が自ら話し出すこともあった。

また，教師の介入を意図的に減らした。すると，一定

の正解ではなく納得解を探す姿勢が児童に芽生えた。 

 ２点目は，板書の構造化と学びの過程が分かる掲示

物により主体的な探究を促すことである。板書の構造

化には，児童の思考や発言の予測が必要である。児童

の思いを理解し，発言を予測し，後段に発展するよう，

思考ツールの活用や配置を工夫した。想定通りにいく

場合もあれば，発問がうまくいかず，思ったように発

言が出ないこともあったが，回数を重ねコツを掴むこ

とができた。【図３】 

 

図３ 板書の構造化 

 

 授業後は，板書や児童の思い，探究の流れが分かる

ような掲示物を作成し，廊下に掲示した。【図４】 

探究する中で，児童が掲示物を見ながら学習を振り返

り思考を深める場面も見られた。 

  

図４ 学びの過程がわかる掲示物 

（４）個人・グループでの探究と全体での議論 

 テーマ設定の後は，個人で疑問や関心事について調

べ，ポスターにまとめた。そしてテーマごとに持ちよ

り，進捗や取り組みたいことを確認しあった。 

 その後，取り組みたいこととその理由を学年全体で

話し合った。その過程で取り組む目的の検討場面があ

った。ある児童が「社会の全体の意識を変えていかな

いといけない」という思いを話したことをきっかけに，
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自分の身近な人の意識を少しでも変えることができ

る取組をしていくことを全体で共有した。 

 「社会の意識を変えたい」という思いから，テーマ

ごとに誰に，何を，どう伝えるのかを話し合った。ま

た適宜，全体交流や中間発表をの機会をもった。個人

やグループでの話し合いと全体での議論を行うこと

で，児童の考えや思いに広がりや深まりが生まれた。 

（５）オープンスクール 

 児童は，まず身近な大人である保護者や地域の人た

ちに自分たちの思いを伝えることにした。各グループ

に伝えたい思いはあるが，自分たちより知識のある大

人に伝えるために，内容を精選する話し合いを重ねた。

各グループの伝えたい思いは表２の通りである。 

 

表２ 各グループの伝えたい思い 

グループ 思い 

平和① 
国と国とで支え合おう！理解し合うこと
でつながりが生まれる。 

平和② 
技術は生活を豊かにするが，兵器にもな
る。よりよく使い悪用しないでほしい。 

平和③ 
戦争のざんこくさを知り，戦争のことを
遠いものだと思わないでほしい。 

食 
栄養の大切さを伝えたい。バランスのよ
い食事が体をつくる。 

税 
税のイメージをよくしたい！自分たちの
生活に役立っている。 

 

 児童は，紙芝居や劇，パンフレットなど，伝え方を

工夫した。【図５】参観に来た保護者からは，「平和は

大切。」「食の大切さが伝わった。」「税金のいいイメー

ジをもてた。」との意見をもらうことができ，自信がつ

いたようだった。一方で興味をもってもらえなかった

場面もあり，伝えることの難しさや相手を意識して工

夫することの大切さに気づいていた。 

 

図５ オープンスクールの様子 

（６）わいわいまつり 

 保護者に発表した後は，学校の児童の意識を変えた

いという思いをもち，下級生に分かってもらうために，

どのように工夫して伝えるとよいか話し合いを重ね

た。オープンスクールでの経験から，「内容がよくても

おもしろくなければ興味をもってもらえない」という

意見や「簡単な言葉でわかりやすく伝える」という意

見が出た。その意見をもとに，各グループで出し物を

用意し，「わいわいまつり」で全学年に伝え，学校の意

識を変えることに挑戦することになった。【図６】 

 

  

図６ わいわいまつりの様子 

 

 出し物の内容は，以下表３の通りである。 

 低学年には少し難しい内容もあったが，分かっても

らえるように言い換えたり，絵や図を示しながら説明

したりする様子が見られた。思いをもって伝えること

で聞いてもらえる，理解しようとしてもらえるという

ことを実感していた。 

 

表３ 各グループの出し物 

グループ 出し物 

平和① 
世界一周パズルラリー 
世界のルールやマナーを知ろう！ 

平和② 
平和祈念アート 
戦争の写真から形を抜き出し，平和をイ
メージした絵をかこう！ 

平和③ 
千羽鶴づくり 
平和をいのってたくさんの折り鶴を折
り，広島に送ろう！ 

食 
Curry Cooking 
隠された食材を探して栄養バランスのよ
いカレーを作ろう！ 

税 
お買い物ゲーム 
税を体感しよう！ 

（７）取組のふりかえり 

 わいわいまつりの後，これまでの取組を振り返る機

会をもった。「関係ないと思っていたことが，自分ごと

として考えられるようになった。」「他人ごとではなく，

自分ごととして捉えることが大切だと思った。」「どう
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したらいいか考えるようになった。」など自分の変容

について話せる児童が増えた。 

 また，テーマごとに大切にしてきたことやめざす社

会の姿についてきき合った。視点は異れど，みんなで

「HAPPYな社会」を作りたいという思いをもった。 

 これまでの学びから，卒業文集では「HAPPYな社会」

に向けて自分ができることを綴った。自らの経験とつ

なげて，「病気になった人に寄り添い，安心させられる

看護師」や「バランスを意識した食事を大切にして，

体づくりをし，プロ野球選手になる。そして，スポー

ツの楽しさを伝えたい。」など，一人ひとりが「生き方」

を考え，思いを綴ることができた。 

 また，わいわいまつりで全校児童で作った折り鶴は，

平和グループの児童が中心となって千羽鶴にし，広島

県の平和記念公園内の「原爆の子の像」に捧げること

に決めた。総合的な学習の時間だけでなく，休み時間

なども使って千羽鶴の形に仕上げた。【図７】 

 授業時間にとどまらず，「よりよい社会にしたい」と

いう思いを行動につなげていた。 

 

図７ 千羽鶴と平和グループの児童 

 

〇 成果と課題 

 本研究の成果は，２点ある。 

 １点目は，児童が主体となって学習を進める授業構

成や手立てを明らかにできたことである。児童が主体

となるためには，児童が自ら考え，選び，探究し，振

り返るというサイクルでの授業構成が効果的である。

また，児童が自ら考えるために，思考ツールの活用や

板書の構造化，学びの過程が分かる掲示物は有効であ

った。また，学びへの意欲を高め，学習をより深まり

のあるものにするために，ゲストティーチャーとの出

会いが大きな意味をもつ。 

 ２点目は，児童の変容である。児童へのアンケート

調査の結果（表４）から，問題解決能力や児童の社会

参画への意識の高まり，収集した情報をまとめ，表現

する力の高まりが見られた。また，自ら学び方を考え

ることの楽しさや，全体での議論による考えの深まり

や広がりを実感している児童が増えた。 

 

表４ 児童アンケート調査結果（４月・１２月） 

質問項目 ４月 12月 

分からないことや詳しく知りたいことがあったとき

に，自分で学び方を考え，工夫することはできていま

すか。 

72.5 76.2 

地域や社会をよくするために，何かしてみたいと思い

ますか。 
80.4 88.9 

PC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理す

ることができると思いますか。 
78.4 85.8 

PC・タブレットなどのICT機器を使ってプレゼンテー

ションを作成することができると思いますか。 
82.4 97.7 

友だちとの間で話し合う活動を通じて，自分の考えを

深めたり，新たな考え方に気づいたりすることができ

ていますか。 

84.4 95.3 

 

 一方で課題もある。テーマ設定の際には，児童とと

もに話し合い，児童の思いを受けたテーマを設定した

が，本当に児童が「取り組みたい！」という真の課題

設定にはなっていなかった。児童の「やってみたい！」

という思いを引き出し，本気の課題を設定することが，

更なる学びの深まりにつながると考えられる。 

 

〇 次年度にむけて 

 本研究では，総合的な学習の時間における「探究的

な学び」を児童主体で進めるための授業構成と手立て

について検討してきた。視察で得た知見を取り入れ，

ゲストティーチャーとつながったにより，児童は自ら

問いを立て，主体的に学ぶことができた。 

 特に「社会の意識を変えたい」という思いから始ま

った探究活動では，個人・グループ・全体での対話を

通して課題を自分事として捉え，伝える活動を通して

表現力や他者意識も高まった。アンケート結果から，

問題解決能力，社会参画意識，ICT 活用力，対話によ

る思考の深まりなど，多面的な成長が確認できた。 

 一方で，テーマ設定の段階で児童の「主体的な問い」

をさらに引き出す余地があることが課題として残っ

た。探究の出発点となる問いがより主体的であれば，

学びはいっそう深まると考えられる。 

 総合的な学習の時間は，未来を生きるための力を育

てる重要な場である。本研究の成果を次年度以降の実

践に生かし，児童が学びの当事者として自ら未来を切

り拓いていけるよう，今後も授業改善を続けていきた

い。 
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○ はじめに（テーマ設定の理由） 

学校運営において最も大切な柱の一つである「授

業」。"授業が変われば学校が変わる"という信念のも

と，こどもたちの学びを止めない授業をめざし，授

業改善と授業力向上に向けた継続的な取組を進めて

きた。そのなかで，「しなやかに考え，積極的に挑戦

する」という姿勢を，「change＆challenge」という

テーマに込め，本研究を位置づけた。 

 

○ 研究内容   

本研究では，教員の挑戦意欲を引き出し，学校全

体で授業改革を推進するために，「授業規律の明文

化」「授業」「先生」「不登校対応」の四つを柱として

設定した。これらは互いに密接に関連しており，授

業そのものの質を高めるだけでなく，こどもの学校

適応や教師同士の学び合いを促す基盤としても機能

するものである。特に，授業づくりについては，従

来のやり方にとらわれるのではなく，学習の目的の

明確化や単元構想の見直しを通して，教員自身が「学

ぶ意味」を再認識することを重視した。また，こど

もが「なぜこの学習をするのか」「自分は今どこに向

かって学んでいるのか」といった見通しをもてる授

業をめざし，授業で扱う活動や学び方をこども自身

が主体的に選択できるような場面づくりにも力を入

れた。教師が学び直し，こどもが学びに向かう姿勢

を育てることを，学校全体の共通目標として設定し

た。 

 

○ 具体的な研究方法，調査方法 

・「学びのコンパス」の考え方を学校全体で共有し，

授業改善につなげるため，複数回の校内研修を計

画的に実施した。研修では教師自身が学習者とし

ての視点を体験し，授業改善につながる具体的な 

 手法を学ぶ機会とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修担当を中心に，教員同士の相互授業参観を複

数回行い，授業への理解を深めた。参観後には簡

単な振り返りを行い，授業改善につながる視点や

アイデアを共有することで，授業について語り合

う文化の醸成を図った。 

・主体的・対話的で深い学びを先進的に進めている

学校への視察を行い，先進校が取り組む授業改善

の工夫や校内体制について学んだ。その内容を本

校の実情に合わせて活用し，校内の授業改善に生

かすことをめざした。 

 

○ 成果と課題 

「プチ研修」について 

授業改善の第一歩として，有志による「プチ研修」

（図１）を定期的に実施した。研修主任を中心に，

定期テスト期間や学期末の午前授業日など，比較的

時間の確保がしやすいタイミングを選び，毎回 30

分程度の短時間で行える研修とした。これは，大規

模な研修ではなく，小さな研修を継続して積み重ね

ることで，教員の挑戦を広げる「種火」をつくるこ

とを目的としたものである。 

研修では「学びのコンパス」や「ICTの活用」など，

授業改善に直結する内容を扱った。また，講義型で

はなく，参加者同士の対話を取り入れた形式とする

ことで，研修を授業の相似形として捉え，学び合い

の姿勢を育てることにもつながった。その結果，授

業について語り合う場が増え，日常的な授業改善へ

の意識が高まった点は大きな成果である。 

「Change&Challenge! しなやかに考え，積極的に挑戦する」 

                      堺市立深井中央中学校                      

                           代表校長名  泉谷 浩幸                    

                                     研究者   教諭 江島 大智      

                                     教諭 藤井 政孝  
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「教育課題研究支援」研究報告書                【グループ】様式 6 

 

（図１）プチ研修会の様子 

 

「総合的な学力向上研究員（以下，インフル

エンサー）派遣」（図２）について 

授業改善のさらなる推進を目的に，堺市のインフ

ルエンサーによる支援を毎学期受けた。インフルエ

ンサーには授業参観を通して授業の視点を共有して

いただき，「学びのコンパス」の活用方法や ICTの効

果的な使い方など，具体的な助言を得ることができ

た。指導助言は実践に即したものであり，教員から

は「わかりやすく取り入れやすい」との声が多く聞

かれた。また，放課後には個別相談会も実施し，教

員一人ひとりの悩みや課題に合わせた丁寧な対応を

していただいた。年間を通して継続的に支援を受け

たことで，授業改善のペースが途切れることなく，

学校全体として取組が着実に進んだ。インフルエン

サーが現役の教師であることから，助言にライブ感

と即効性があり，信頼感が大きかった点も非常に意

義深い。 

 
（図２）インフルエンサー派遣の様子 

 

 

 

 

「加賀市立山代中学校視察」について 

（１）学集会 

視察先では，こどもと教師が授業について語り

合い，学習の目的やめざす姿を共有する「学習集会」

を定期的に実施していた。学習集会では，「求められ

る力」や「めざす授業」についてこども自身が考え

る場を設けており，自分の学びを振り返り，学習へ

の向き合い方が変化していくという効果が見られた。

また，教師が資質・能力をこどもに語ることを通し

て，授業をつくるうえでの覚悟や責任感を新たにし

ている点も印象的であった。 

（２）単元マップ 

カリキュラムマネジメントの在り方を見直し，新

たに作成・実践することで，学校全体で授業を共有

してめざすこどもの姿に向けた取組を行う。 

具体的な取組として，「単元を意識した授業構想」を

するために「単元マップ」（図３）を作成し，こども

に提示する。 

単元マップは，単元のゴールを明確化し，ゴールか

ら逆算して授業の課題を設定していく。いつ・どこ

で・何が・どのようにできていれば良いか明確にし

て単元の学習の流れを共有する。 

（図３）≪単元マップの要素≫ 

単元名 単元の目標 単元の流れ 時数 

手立て 評価 振り返り 

 

単元マップの例 

各授業において，こどもが主体性を発揮する場面の

意図的な設定を行う。 

・学習課題（何のために） 

・学習対象（何を） 

・学習方法（どうする：時間や場所） 

のどれを教師が規定し，どれをこどもに委ねるかを

丁寧に判断し，教材とこどもの実態に合わせて設計

していた点は，今後の本校の授業改善にとって重要

な示唆となった。 
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「教育課題研究支援」研究報告書                【グループ】様式 6 

 

○ 次年度に向けて  

一年間の取組を通して，教員の授業改善に対する

意識は大きく変化した。相互参観や研修を重ねるな

かで，「授業を変えなければならない」という動機づ

けは一定程度達成できたといえる。しかしその一方

で，実際にどのように授業を改善していくのかにつ

いては，教員ごとに取組の深さや方向性に差が見ら

れ，学校全体として統一感を持った改善が十分に進

んでいるとは言い切れない状況であった。 

来年度は，学校を一つのチームとして捉え，「教師に

とって授業は一生もの」という理念を改めて共有し

ながら，授業改善をより体系的に進めていく必要が

ある。特に，カリキュラムマネジメントの観点から，

教科を越えて学びをつなぐ授業づくりや，単元のゴ

ールを見据えた授業デザインの改善に取り組む予定

である。また，校内研修をさらに充実させ，授業に

ついて語り合う文化を定着させることで，学校全体

の授業力向上をめざしていきたい。 
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〇 テーマ設定の理由 

生涯にわたる学びと生活の基盤を形成するう

えで、５歳児から小学校１年生までの２年間は極

めて重要であり、「架け橋期」として位置付けられ

ている。本校では、小学校現場における連携はよ

うやく始まった段階であり、堺市７区のうち東区

の代表として、昨年度から幼保小接続プログラム

の実践校としての取組を開始した。連携園として

は、本校区にある公立幼保連携型認定こども園

「登美丘東こども園」と社会福祉法人会が運営す

る幼保連携型認定こども園「菜の花こども園」の

２園である。これまでの継続的な交流により、園

同士および幼保小の距離が徐々に縮まりつつあ

る。しかし、こどもたちの目線に立ち、就学時の

不安や困り感にどう寄り添うか、就学前後におい

て小学校でどのような受け入れの在り方が望ま

しいかといった「接続」については、明確な答え

が見えていないのが現状である。 

 

〇 研究方法 

今回の研究では、子育てに力を入れている福井

県の取組を調査した。幼児教育支援センター指導

主事による県の取組の聞き取り調査と、福井市麻

生津小学校の前校長である斎藤弘子氏から当該

校における取組の聞き取り調査を行う。 

 

〇 研究内容 

（１）福井県幼児教育支援センター訪問 

「学びをつなぐ希望のバトンカリキュラム」 

福井県は、平成27年に幼児教育から小学校教育

への接続カリキュラム「学びをつなぐ 希望のバ

トン カリキュラム」を策定している。 

（ⅰ）資質・能力が駆動する探究者の理念浸透 

学習指導要領で示される３つの資質・能力が車

でイメージ化されている【図１】。車が走るために

最も重要な学びのエンジンとなるのが、「学びに

向かう力・人間性等」、左右の両輪は、「知識・技

能」と「思考力・判断力・表現力」として表して

いる。探究者が、向かう方向を定めハンドルを握

り、車を乗りこなし、世界を拓いていく。興味や

意志の力は、身の回りのたくさんの事柄や活動へ

と生かされていく。それが資質・能力の３つの柱

の成長として書かれている。改定された冊子では、

保育・教育活動の「計画」と「履歴」を含めた「こ

どもが自ら 遊び学ぶ経験」の総体をカリキュラ

ムとし、マネジメントするためのシートが提案さ

れている。 

（ⅱ）コンセプト理解と実践の具体化に向けて 

すでにカリキュラム策定は10年前から行われ

ており、今年度は実践を進めるため、「保育士・幼

稚園教諭・保育教諭・小学校教諭・市町行政担当

者を対象とした大学講師等による幼児教育から

小学校教育への接続講座」の開催や「各市町のス

タートカリキュラム研修会」の支援等に取り組ん

でいる。これらの普及のため、次の年４回の研修

が行われていた。 

①「ふくいのスタートカリキュラム」の具体例 

②福井大学教職大学院教授岸野麻衣氏および、 

 岐阜聖徳学園大学大山夏生氏講演 

③自己発揮する幼小接続カリキュラム・マネジ 

 メント研修 

④次年度へのつなぎを考える研修 

このような取組により、連携から接続をめざし

全県で実施できるように進めていた。 

（ⅲ）保育参観 

 小学校では、夏季休業中に校区の園を訪問し保

育参観をしている。幼児教育を知る貴重な機会で

遊びの中の学びを共通の視点で語り合うことを

大切にしている。その際、５歳児で見られた姿が

１年生のどのような姿につながるか、３つの資

質・能 力をベースに、10の姿との関連性やこども

が力を発揮しやすい環境 構成の工夫、援助の仕

方について園の先生と小学校と共に考えている。 

（ⅳ）保護者の理解促進 

 これらの取組の考え方が伝わるよう保護者向け

にリーフレットを作成し配付している。小中接続

期以上に幼小の接続の際は、保護者との連携が欠

かせない。どのようなことを大切にしてもらいた

いか共通理解できるようなものが見開き裏表で

８ページにわたり作成され、共有されていること

はとても意義深いと感じた。 

「主体性を引き継ぐ幼保小架け橋プログラム」 

  堺市立登美丘東小学校   

代表校長名  森嵜 章代 

研究者 主幹教諭 奥原 沙織 教諭 髙橋 理恵 教諭 永野 恵  教諭 川口 晃一 

   

図１ふくい 1８年コンパス 
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（２）麻生津小学校元校長斎藤弘子氏の取組 

連携における取組は、次のとおりである。 

①幼保交流や幼保小交流等、こども同士の交流 

を進め、単なる訪問活動を超えた意味ある教 

育活動とする工夫 

②教師・園の先生による相互理解を図り、幼児 

教育と小学校教育の重なりやつながりを生 

み出そうとする工夫 

③こどもをめぐる情報の伝え合いの場を作り、 

長期的な見通しのある幼児教育と、幼児教育 

の成果を踏まえた小学校教育を可能にする 

工夫 

④保幼小の接続の在り方を保幼小の集まりの 

中で検討し、環境や学びのつながりなどを意 

識して活動計画を立てる工夫 

⑤保幼小接続で育成すべき力を見通した教育 

課程の構築 

・年度初めには、どのような活動を行うかに 

ついて計画を立て、接続推進計画書【図２】 

を提出している。 

・麻生津校区家庭教育スタンダードを作成し、 

保幼小中までのめざす姿を発信している。 

・読書活動カリキュラムを作成し、地域に根 

差す学びの一貫性をつくっている。 

また、園小中接続により、指導・支援の重点を

意識し、不登校等の課題に迫り、資質・能力の育

成の柱を貫く～として、０歳から中学３年までの

接続の重点が書かれた表が作成されていた。 

 以上、麻生津小学校では、教職員がこどもの姿

を見る目を培い、集団の育ちをとらえられるよう

にすること、発達段階を踏まえた専門性とこども

との関わり方を学ぶこと、こどもの成長ストーリ

ーを園から聞くなど情報を伝え合うこと、保幼小

がつながる意味を考え、小学校教育に反映するこ

と、育まれる力の連続性・一貫性と適時性をとら

えることで、連携から接続へ園と小学校が学び合

えるようにしていた。 

 

〇 実践研究 

（１）こども園の研究保育 

 登美丘東こども園ではに登美丘東20人参加、４

名参加、菜の花こども園では、７月31日（９名参

加）と８月20日（２名参加）に研究保育の公開を

行った。２つの園は対照的な保育理念を持ってお

り、登東こども園は同年齢保育中心、菜の花こど

も園は異年齢保育中心で展開している。どちらと

も、事前にこれまでの取組と指導の流れ、当日の

ねらいと指導の意図の説明を受けた後、保育参観

した。登美丘東こども園では、色水の遊びを行っ

ていた【図３】。その後の協議会では、小学校側か

ら「今日の活動のねらいはどんなことか」と質問

が出たが、「その子によって今日のねらいは違う」

という回答だった。小学校側はそれぞれのこども

によって違っていること自体が新鮮であった。こ

どもの姿からその日の達成目標を指導者が設定

していることが素晴らしいと感じていた。 

菜の花こども園では、３、４、５歳の異年齢保

育の時間が設定され３グループに分かれサーク

ルになって保育がはじまった【図４】。登美丘南小

学校もこの

日が保育参

観だった。は

じめに「セカ

ンドステッ

プ」（「社会性

と情動の学習(Social-Emotional Learning)」と

「自己調整（Self-regulation）」の理論が基盤、

「ソーシャルスキルトレーニング」の指導方法に

よる）の時間があった。この園の保育は、３グル

ープとも活動はそれぞれ違っており、こどもの発

想で、その日こどもが何をしたいかによって遊び

がつくられていた。園の先生はこどもがどのよう

に思考し、何をしているのかをひたすら見てメモ

を取っていた【図５】。見取りにより、どのように

個々のこどもの思いを引き出

し遊びを紡いでいくか構想を

練っているとのことだった。 

保育を参観できたこの機会

に福井県で作成されていた

「こどもの学び見取りシート」

を活用し、５歳児のこどもの姿がどのような小学

校１年生のこどもの姿の土台となっているかに

ついて考える機会とした。どちらの園とも10の姿

が育つよう保育の現場では十分に意識され保育

されているが、それが学習指導要領でいう３つの

図２接続推進活動計画 

図３研究保育の様子 

図４異年齢保育の様子 

図５メモを取る 
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資質・能力にどのようにつながっていくかについ

て考えるのは難しいという小学校教員の感想が

あった。しかし、各場面で見られるこどもの姿は

小学校でどのように出現していくかという視点

で見ることにより、それまでの指導がこどもに内

在し、積み上げられていることを感じることがで

きた。 

（２）１年生の研究授業 

 福井県においても、「数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚」で個数や順番を考えることに

ついてのつながりが表されている。できるだけ園

での活動を生かし幼保小の接続を念頭に置いて

学習展開ができるよう、各園で取組まれている数

の土台となる場面や比較する活動にどのような

ものがあるかについて教えてもらった。以下の内

容である。 

（４歳児）身近な事物を見たり、考えたり扱った

りする中で、物の性質や数、文字などに対する感

覚を豊かにする。 

（５歳児）身近な用具、道具に関心を持ち正しく

使う。１対１対応で10までがわかる。左右がわか

る。三角を描く。分類、比較、組み合わせをする

（形、広さ、速さなど）。 

 これらの学習の土台がうまく１年生「D：データ

活用領域（ものの個数について、簡単な絵や図な

どに表したり読み取ったりすること、データの個

数に着目し、身の回りの事象の特徴を捉えるこ

と）」につながるよう力点について研究授業前に

力点についても協

議した。講師を招

いた事前授業検討

会【図６】では、園

の先生より、「こど

もが１対１対応で

数の比較ができな

いとき、お誕生日列車のように、１台に一人乗せ

て見せるとわかりやすい」「カードの大きさが違

って数を比べにくいとき、こどもは大きなものの

カードに大きさを合わせて比べる」など幼児特性

を踏まえた指導方法の工夫は大変勉強になった。

そこで、「はしをそろえて」「大きさをそろえて」

「さるが一番多いようにあわせてカードを並べ

よう」など話し合った【図７】。 

 研究授業後、園の先生より、端をそろえて比べ

ること（カードの大きさをそろえる）と、数をそ

ろえて比べることと、２つを同時ではなく、順に

扱うとこどもはより理解しやすかったのではな

いかと意見をもらった。カードの大きさが変わっ

ても数は変わらないという保存性の理解ことは

理解できており、実態から授業展開を考えること

もできたと振り返った。園の先生からは、「授業づ

くりを共にすることにより、何気なく数を比較さ

せているが、小学校に上がるとどんな学習につな

がっているかがわかり、縦か横か、そろえるかそ

ろえないか等、ちょっとした場面で就学後学習の

素地になっていることを学んだ」と感想を得た。

学校側も「園での活動を知ることにより、実態に

即した言葉が

けができると

感じた」と振り

返った。園と学

校とどちらと

もこども理解

を踏まえ授業

づくりを共に

考えることは

とても有意義であると、同じ感想を持った。【図８】 

（３）主体性を大切にした幼保小交流プログラム 

 １学期には、園に招

待され笹船づくりや

遊びへの参加を共に

楽しんだ。笹船のつく

り方は堺自然ふれあ

いの森館長にお越し

いただき、指導いただ

いた【図９】。自然に親

しむプログラムは、こどもたちに大好評だった。

自然に触れる機会の少ないこどもたちにとって

このプログラムが大変貴重なものであることを

かかわったすべての人が感じることができた。館

長さんが指導者となることにより、園と小学校教

員が話をしながらこどもをみとる機会となった

ことも大きな成果だった。こどものことをよく知

る館長さんの進め方も勉強になった。 

３学期には、園で楽しませてもらった代わりに

自分たちが園児を楽しませるという目標で準備

を進めてきた。小学校でしてみたいことを園の先

生たちから預かり、小学生側がそれを準備してき

た。もうすぐ１年生で不安なこどもたちが安心し

て就学できるよう７月の交流時のつながりをも

う一度想起させる。顔を想い浮かべながら、どの

ように喜ばせようか考えるこどもたちの姿があ

る。園児からのアンケートをもとに、こどもたち

は「新１年生に何を伝えたいか」を考えた。結果、

勉強内容、教室、遊具、係の仕事、ランドセルの

中身や重さなどを紹介することとした。また、「１

年生プチ体験」として、タブレットを活用し、ク

イズや体験型の発表を準備した。さらに、堺自然

ふれあいの森館長にも再度ご協力いただき、運動図７研究授業後の板書 

図８授業後の討議の様子 

図９笹船作り 

図６事前授業検討会 
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場の草木を使った遊びをリードいただき、広い運

動場で遊ぶ体験を行うこととした。活動を通じて、

１年生は年長時代を振り返り、新１年生への思い

やりを育み、２年生に向けて自立心を養うことを

目指した。 

 １月に登美丘東こ

ども園と菜の花こど

も園の２回に分けて

交流活動を実施した。

はじめは、極寒の中

だったが、一緒にに

おいのするはっぱを

探す活動を行った【図10】。同じ目標に向かい、園

児と１年生が協力して活動し、以前のつながりを

思い出した。また、園児のリクエストに応えて行

う新入生体験は、自

分がまさに感じてい

た不安を思い出して

いた。「休み時間は広

い運動場で思いっき

り遊べるからたのし

いよ。」「はじめはわ

からないけど大丈夫。

私もわかるようにな

ったからね。」など、

もうすぐ１年生にな

る相手の気持ちを考

えて活動していた。園

の先生方といっしょ

にプログラムを作る

ことで感じ方を共有することができた【図11、12】。 

（３）特別支援の必要なこどもへの指導 

 福井視察では、移行支援会議が設定され、信頼

関係が構築されている園の先生に「集団の中では

力を出しにくい状況がある。小学校の先生たちは

サポートしようとしてくれているから一緒に考

えよう。」と保護者へ促してくれることでスムー

ズに話ができていることや、園の先生と小学校の

先生が親しく話をしているのを見るだけで保護

者は安心することにつなげることができると知

った。架け橋プログラムがスタートするまでは、

小学校教員でさえも「こども園と小学校は別の教

育機関である」という意識があったことを思うと、

保護者の立場であればさらに小学校の敷居は高

く感じるだろう。「小学校になったらちゃんとし

ないと…。」そんな言葉を幾度となく耳にしてい

る。日ごろから園と小学校教員同士交流があるこ

とはもちろん、指導体制や内容についても相談・

連携していることを知らせていくことで、保護者

とこどもに少しでも安心を感じてもらえるだろ

う。指導目標や体制が違うので、すべてを同じに

することはできないが、園での取り組みを受けて

今までの小学校の「常識」を見直してみるきっか

けを作ることが接続プログラムを推し進める一

歩になる。今年度は、特に支援が必要な児童に対

し、学校と保護者をつなぐための情報共有の場を

作る予定である。 

（４）計画的な接続へ 

 ２年間にわたり、園との接続を進めている。 

 令和６年度は10月と１月に２回、令和７年度は

７月と１月に２回、交流を行った。令和７年度10

月は生活科「きせつとなかよしあき」、令和７年度

７月は５歳児のプログラム「七夕まつりをしよう」

に関連付けて交流に取り組んだ。令和６年度１月、

令和７年度１月は、生活科「もうすぐ２年生」と

関連付けて取り組んだ。どの取り組みも、堺ふれ

あい自然の森館長に、ゲストティーチャーとして

来ていただき、５歳児と小学１年生がいっしょに

学ぶ場をつくった。 

 計画を進める上で大切なことは、どのカリキュ

ラムに関連させていくかである。うまくつなぐに

は土台となるこども園の先生との対話がとても

重要である。ゆえに、２回の交流の前後に必ず打

ち合わせとリフレクションを行い、次回につなが

るように話す機会を設けてきた。今後も、こども

園の５歳児担当も小学１年担任も毎年変わるた

め、園長や校長も参加のもと、話し合いを重ね、

次年度に向けて計画的な接続カリキュラムの実

施の検討を行っていきたい。これからもどの教員

が担当になっても続けていくことができるよう

に、地域にあった形の幼保小接続の形を探してい

きたいと考えている。 

 

〇 課題と今後への展望 

（教育課程の接続） 

 興味をつなぎ形づくる保育と獲得させる資質・

能力が決められてそこに向かって学ぶ教育は考

え方が異なる。異なる保育方針で育てられても、

「小学校に行きたい！学びたい！」と思える環境

になっているかどうかを考えることが接続の第

一歩であると感じた。４月の授業時間にゆとりを

持たせ、園との連携を視野に接続の見直しを行う。

園の指導・助言に学び、４月の授業のはじまりを

段階的に行う視点をさらに充実させていきたい。 

（共通の視点をもつ） 

 こどもたち、保護者、教員に同じ研修や資料が

配付され、就学前の保護者への啓発を統一してい

る福井の取り組みは素晴らしい。今回の視察を通

し今後実践できることは、園の先生方と同じ視点

をもっての連携である。課題に対応するための取

組を共に作り上げながら、共有できる「取組指針」

のようなものができればと思う。低学年こそ丁寧

に指導・支援することで、落ち着いた学校生活を

送ることができると考えている。 

図 10 においのする葉探し 

図 11 小学校紹介の様子 

図 12 ランドセル背負い
体験 
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○ はじめに  

本研究はこれまでボトムアップで取り組んできた

「幼小接続事業」を基盤とし，そこへ堺市が進めて

いる「学校群」を融合させながら幼小中が繋がる体

制を構築してきた。泉ヶ丘東中学校区（以下「東中

校区」）における民間園も含めた全ての園，小学校，

中学校からなる５園３小１中（図２）の職員全体と，

教育委員会や行政を巻き込んだ，０歳から 18歳まで

のこどもたちを，街全体で包括し，安心した環境で

育てていくことを目的とした研究実践である。 

主なねらいは，「①幼・小・中が，互いの教育・保

育を知り，保育の質の向上と授業改善を図る。」「②

接続カリキュラムをもとに環境を整得ていく。」の２

点にした。この実践を通し，こどもの安全や学びの

保障をめざし，「不登校の軽減」や「虐待の早期発見」

にも繋げていきたい。 

 

○ 「幼小接続」の経過 

平成 29年３月に幼児教育要領や保育所保育指針，

幼保連携型認定こども園の教育・保育要領が改定さ

れ，「就学前のこどもが通う教育施設」として位置付

けられ，それまで以上の連携を図ることになった。

特に義務教育開始前後の５歳児から小学校一年生の

２年間は「架け橋期」と呼ばれ，生涯にわたる学び

や生活の基盤をつくるため重要な時期と言われてい

る。 

令和２年の小学校学習指導要領の改定おいては

「社会に開かれた教育課程」をキーワードに幼児教

育と小学校教育の接続もテーマの一つとなっている。

このことを受けて小学校と連携の取組を行っている

就学前施設園が９割に上るなど，取組が進展してい

ることもわかった。 

堺市では，平成24年から保幼小合同研修が実施さ

れ，幼小接続に関わる研修などが行われてきた。現 

在は幼保小合同研修などを通じ，幼児教育施設と小 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の職員が共に学び，交流する場を設けている。

今年度からは，全小学校と希望する就学前施設を繋

ぐ「架け橋プログラム」もスタートした。 

その中で本校含め東中校区としては，４年前から

幼小接続事業として取り組んできた。 

 

○ 研究内容  

文科省が挙げていた課題のうち，次の２点（①園

の７割から９割が小学校との連携に課題意識がある。

②半数以上の園が行事の交流等にとどまり，資質能

力のカリキュラムの編成・実施が行われていない。）

について，「実践」「各種アンケート」「先進校園の視

察」の観点で，これまでの取組，その成果と課題，

今後の展望を明らかにしていく。 

まず，連携の取組当初の課題を述べる。事業をス

タートした当時は，小中連携の分野は，以前からど

の地域でも何らかの連携（交流活動が中心）があっ

たが，幼小接続の分野においては連携も薄ければ，

接続（教育課程を繋げる）という部分においてはま

だまだ進んでいなかった。その背景には民間園が多

く其々の教育理念がある中で，「共にこども育ててい

く」という理念の共有が難しかった。また，幼小接

続の必要性はわかっていながらも，各学校園の日々

の業務の多忙さから，なかなかそこに着手できなか

った。原因は様々あると考えられる。 

そこで一年めは公立の東陶器幼稚園（現在は廃園），

東陶器こども園による，２園３小（図１）からスタ

ートした。スタートするにあたり，各学校園から１

名ずつ，接続委員としてキーパーソンを選出し，で

きるところから進めていく形をとった。このキーパ

ーソンを管理職が後押しして，各学校園で支えてい

ける体制を作ったことで，事業が前に進んだ。トッ

プダウンではなく，より担当の思いが活かせるボト

ムアップで進めていくことで現場の「やる気の度合

い」が明らかに違い，自分たちでできるところから

「0歳から 18歳の大人像を意識した街全体で支える教育の実現をめざして」 

 〜『未来を切り開く東中っ子』をめざした、こども接続検討委員会のこれまでの軌跡と今後の展望〜             

堺市立福田小学校                                                                

                         代表校長名 嶺村 労                 

   研究者 指導教諭兼 泉ヶ丘東中学校区幼小中接続事業事務局長 中村 泰介 

                    

                         （              ） 
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取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１：一年めの体制 

 

 

 

 

 

 

 

図２：四年め（現在）の体制 

年度初めに「はじまりの会」を開き，各学校園の

管理職，キーパーソンなどが集まり，趣旨の説明を

行った。そして年度末に「まとめの会」で一年間の

成果と報告をしてきた。 

その中でも，一年めに大事にしたことは，文科省

から出ている「架け橋期のカリキュラムにおける

園・小学校の各フェーズの判断のイメージ」（図３）

を参考にし，現地点での東中校区におけるフェーズ

の実態把握である。するとフェーズ１の「基盤づく

り」はクリアできていることが確認できたので，フ

ェーズ２の「検討・開発」に着手することが明確に

なった。次の一歩として，「お互いの保育・教育を知

る」ということになった。互いの公開保育・授業を

職員にアナウンスし，集まった保育士・教師で保育・

授業実践を見学した。見学後は「幼児期の終わりま

でに育ってほしい 10の姿」をツールとして活用し，

討議を行うことで「こどもがどのように育ってきた

のか・どのように育っていくのか」研修した。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：公開保育・授業から討議会流れ 

当初の連携は，幼小接続に関わるコアメンバーが

中心だったが，園や学校見学の回数を重ねる中で先

生方が顔を合わせる機会が多くなり，幼小接続の輪

が広がっていった。そして３年めからは，毎年夏休

みに行われていた「小中合同夏期研修」に，幼児教

育を加えた「幼小中合同夏期研修」へと展開してい

く運びとなった。内容は第一部では全体で，大阪教

育大学の佐久間先生をお招きして「幼小中をつなぐ

架け橋プログラム」と題した講演を，第二部では幼

小中の先生で編成した小グループで，東中で実在す

る生徒のうち，「不登校」「支援」「学力」において課

題のある生徒を一名ずつピックアップして情報交流

した。実例を基に各グループで，「中学校で起きてい

る生徒の課題は，これまでのどの発達段階において

原因があったのか」を遡り，考えることにした。ま

た「そこから逆にどのような手立てがあれば，現状

を回避できたのか」を話し合った。研修後の先生方

の質問調査におけるアンケートでは，「小中連携は進

んでいるか」との項目に対して「進んでいる」と回

答した人が，約 65%「いいえ」と回答した人が約 7%

「わからない」が約 28%であり，接続を実感できて

いる先生方は６割から７割だったが，「連携や接続は

必要か」の項目には約 98%の職員が「はい」と回答

した。感想として「目の前の成長ばかりを求めるの

ではなく，18歳の出口を見据えた育て方が大切だと

感じた」や，「具体的な子どもの情報を異校種間で話

し合えたことで，地域で育てるためのカリキュラム

が必要だと感じた」など、生徒指導上の問題や子ど

もの情報共有の必要性に関する意見が多かった。 

 

○ 研究Ⅱ「カリキュラムの編成・実施にお

ける」分析 

「カリキュラム作り」を考えるにあたり，話し合

いベースで取り組むと机上の空論になってしまう可

能性があったので，この事業では 1年めから「実践」
図３：「架け橋期のカリキュラムにおける各フェーズ」 
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に重きを置き，その取り組んできた実践から繋がり

を整理し，カリキュラムの作成へと繋げてきた。主

な実践は２つある。1つは，1年生の授業（主に生活

科）を公開した「公開授業実践」。もう 1つは園に1

年生が行かせてもらい，交流を行う「交流公開実践」

である。どちらも保育士と教員による「合同の指導

案」を立てたことで，保育の質の向上や授業改善に

繋げてきた。指導案を合同で作っているからこそ幼

児期と学齢期の繋がりが見え，当日に向けて何度も

打ち合わせを行う中で，学びも深まった。特に小学

校での実践は，幼児期で身につけてきた力をどうす

れば発揮されるのかを考えることで環境構成や声か

けの質が変わるなど，授業改善が大きく見られた。

カリキュラムの作成にあたり，これまで取り組んで

きた実践を付箋に書き込み月ごとに整理していくと，

改めて幼児教育と小学校教育の繋がりに気づくこと

ができた。作成途中で，「園と小学校が一緒にできる

ものは一緒にしていく」など，発達の繋がりを可視

化することができた。（図５） 

また年度末には毎年，取り組んだ実践事例集を研

究冊子としてまとめていき，各学校園の職員に配布

することで共通理解を図ってきた。（図６） 

そしてこれまで，アプローチカリキュラムとスタ

ートカリキュラムが別々に作成されているため，理

念が共通理解できていない点もあったため，教育課

程課主任指導主事の石丸先生にご指導いただきなが

ら５園３小の先生方が集まり共同で，スタートカリ

キュラムを保育の視点を取り入れて見直した。 

 

図５（接続カリキュラム） 

 

 

 

 

 

 

４年めは，次年度から全市的に行われる，学校群

を見据えて，幼小中が繋がった「グランドデザイン」

作成の挑戦に踏み切った。東中校区として必要な７

部会を設定し，そこに幼小中の先生方を振り分けた。

そして夏期の合同研修で各部会に分かれ，研修を行

なった，内容は堺市のモデルを参考にして，事務局

で事前に作成したグランドデザインを活用し，「めざ

す大人像」について各部会で話し合った。次に，そ

の大人像に向けて，18歳までに身につけさせたいこ

どもの力を発達段階ごとに鍵となる言葉と具体的な

取組について話し合った。（図７・８） 

図７（東中グランドデザイン１） 

図８（東中グランドデザイン２） 

 

※ 本気で全部会が連動する東中校区組織  

 今後これまでの業務の上に新しい取組となると，

先生方の負担感が強くなり，結果的に，形だけの取

り組みになりかねない。そこで街全体の組織体制を

整えていく必要がある。「すべての部会が連動する本

気の東中校区の組織」として，各学校園の校務分掌

と学校群の部会とを連動させることによって，学校

群の各部会の取組がスムーズに自校園で情報共有が

できたり，スムーズに案件が行き来して循環できた

図６（冊子、指導案） 22 
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りする組織体制案を管理職とともに考えてきた。一

度に全を変えるのは難しいが，改良を加えながらそ

の方向性のイメージを持って来年度から動き出す予

定である。 

 

○ 研究Ⅲ 先進校の視察を通して  

 ６月に山形県で

行われた「日本生

活科・総合的学習

教育学会」の全国

大会に参加させて

いただいた。大会

テーマは「自律し，

夢中になる学習者

を育てる」であり，外的な要素ではなく，自ら「や

ってみたい」そう思える，質の高い探究的な学びを

めざした大会であった。 

私は山形大学附属幼稚園 5歳児の「自由遊び」の

実践を見学させていただく中で，まず驚かされたの

は環境構成だった。 

園には豊かな自

然があり（図９，

10）、小川や小山も，

そこに存在する木

や葉，水や土など

を使うことで想像

力を掻き立てなが

ら様々な作品を展

開していた。ダン

ボールなどの人工物ではなく，使うには少し抵抗感

がある自然の素材をあえて使わせることで，より想

像力が掻き立てられているのを感じた。また準備さ

れている素材も豊富で，こどもたちは自分が作りた

いことをイメージしながら必要な素材を選んでいた

が，驚いたのは，こどもたちの活動場所が，教室に

限らず，天井にも壁にも玄関にも園にあるすべての

空間を使っていたことである。決められた場所だけ

で決められたことをする設定保育などとは違い，園

全体とこどもが関われる環境構成を展開することで

こどもの想像力を最大限引き出していた。たくさん

の見学者の大人がいたのにも関わらず，誰一人大人

に見向きもせず，遊びに夢中になっているこどもの

姿を見て，大変勉強になった。また保育士は普段か

らこどもをどう見とるかを大切にしており，個と全

体を見聞きしながら遊びが停滞していないか，どん

な声掛けが必要か，などを考えながら，次のこども

が必要になると考えられる道具をそっと近くに置い

てあげるなど，こども自らが環境に関わっていける

ように取り組まれていた。改めて乳幼児期の遊びと

は何なのかを考えた時，レゴなどといった見本がつ

いてくる小学校以降の遊びではなく，手を動かして

何かを作っていたらできてきたものがあり，そこか

ら仮の目標が生まれ，それに向けての工夫が生まれ

ていく。それが遊びではないかと感じた。小学校に

上がった時に，座学中心にならないように，これま

での経験を活かしていくことが，気づきの質を高め，

探究していく力に繋がっていくことだと，改めて気

付かされた実践であった。 

 

○ 本研究における成果と課題・展望 

４年間かけて，「こども接続事業」に取り組んでき

たが，園との関係が密接になったのは間違いない。

先生方も，幼児教育を意識した街作りをしていると

いう認識が感じ取れる。それぞれの発達段階を捉え

ながら，滑らかにこどもを繋げていくには，まずは

大人が繋がることも大切だと感じた。そしてこれか

ら大切になるのが，現在の管理職や事務局のメンバ

ーがいなくなった時に，事業が衰退することがない

ようにすることだと考える。そのためには誰がこの

まちで保育・教育をしても，このグランドデザイン

と組織体制をもとに，事業を運営していけるように

していくことが大事である。また今後の課題・展望

を考えたとき，グランドデザインの対象期間が幼児

期から中３までの取り組みであることを踏まえたい。

我々がめざしているのは０歳から18歳までのこど

もの育ちを考えた組織体制である。今年度の終わり

までには，グランドデザインに０歳から幼児期まで，

中３から 18歳までの項目をつけたすことにする。そ

のほかには校区内にある精華高校や支援学校の参入

も段階的に取り組んでいく。特に支援学校は重要性

も高く，インクルーシブ教育が謳われる中，地域型

インクルーシブ教育の実現に向けて，参入に向けて

組んでいくことが求められていると考える。 

最後に保護者や地域の方を巻き込む中で，本当の

意味での「街全体で支える教育の実現」をめざして

いきたい。 

 図９（園に流れる自然の小川） 

 図10（廊下のこどもの作品） 
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○ はじめに（テーマ設定の理由） 

本校の令和６年度の堺市学力・学習状況調査の「ふ

だんから『なぜだろう』『調べてみたいな』と思うこ

とがありますか。」の質問項目において肯定回答率が

60％（市平均67％）に留まった調査結果を課題とし

て捉え（図１），教師から与えられた課題をただこな

していくこどもを育てるのではなく，平時の授業か

ら課題設定について研究を深めることによりそのプ

ロセスを理解し，より主体的に学びに向かうことが

できるこどもたちの育成を目標とした。 

石川県加賀市では，令和５年１月に学校教育ビジ

ョン「BE THE PLAYER」が策定され，新しい時代に必

要となる資質・能力の育成に重点を置き研究を進め

ている。実際に授業を参観し，授業者と対話をする

ことで，堺市がめざすこどもが自ら学びを進める力

を育む授業のヒントが得られることを期待し，視察

先を決定した。さらに，本校においてこれまで行わ

れてきた授業改善の取組を振り返る中で，学習者が

自ら問いを生み出す場面が十分に保障されていない

ことも課題として浮かび上がった。視察を通して，

問いの立て方や学習への没頭を支える環境整備の工

夫を学ぶことで，日常の授業に還元できる具体的方

策を得たいという狙いもあった。また，他地域の先

進的な実践を知ることにより，教職員の課題意識を

共有し，研究の方向性をより確かなものにする契機

になると考えた。 

 
（図１ 堺市学調の結果の一部を抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研究内容   

本校の今年度の研究テーマを「こどもが自ら学び

を進めたくなる単元内の問いや課題設定の研究」と

設定し，研究授業を通して総合的な学力向上のため

に効果的な指導について研究を行った。各アンケー

ト調査の結果において学習に主体的に取り組んでい

る状況に課題が残る本校において，こどもたちの内

発的動機を引き出し，その上で各教科の見方・考え

方をはたらかせることができる問いや課題の設定は，

本校のみならず市内の全学校園においても有用であ

ると考えた。 

 

○ 具体的な研究方法、調査方法 

学期に１回以上の研究授業と，月に１回程度の校

内研修の場（図２）を持ち，問いや課題設定につい

ての考え方を共有することから始めた。その中で，

教科の壁を越えるこどもたちの姿に着目し，研究授

業の際に討議を重ねた。 

 

 

（図２ 校内研修の写真） 

 

 12月には石川県加賀市の管外視察に行き，加賀市

が推し進める「新しい時代に必要となる資質・能力

の育成」をめざす授業を実際に参観することで，課

「こどもが自ら学びを進められることを目標にした課題設定の研究」 

                               堺市立美原西中学校                                                                

                           代表校長名     小原 聡                

                         研究者  指導教諭 菅原 誠志 

                                 教諭 日髙 大騎   

                                    教諭 谷  祐樹 
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題を自分ごととして捉え主体的に学習に取り組むこ

どもたちの姿を見ることができた。特に，綿密に練

り上げられたカリキュラムマネジメントが本校にと

って良いヒントとなった。年度当初に校内のこども

たちの資質・能力においての強みと課題を出し合い，

令和７年度に重点的にめざす生徒の姿を共有してお

り，教科を越えて授業作りの根幹の部分を徹底的に

練りあげていた。 

本校でも同様の取り組みを行ったが，例えば「学

力・認知」「意欲・自己肯定感」「生活・生徒指導」

「特別支援的ニーズ」など複数の部会に分かれ，同

じ生徒を異なる観点から分析する会議体を設けるこ

とで，教科担当者同士が見取りを共有できた。数学

では課題に粘り強く取り組めないと見えた生徒が，

生活面ではリーダー性を発揮しているといった「教

科の枠を超えた強み」が浮かび上がり，指導のヒン

トにつながった。 

また，視察で得たヒントとして，加賀市の学校で

は「単元マップ」を全教科で作成し，年度を通して

育成したい力が重複したり抜け落ちたりしないよう

に整理していた点が特に参考になった。本校でもこ

の考え方を取り入れ，次年度の研修計画の一つの柱

とする動きを始めている。 

 

 

（図３ 管外視察の写真） 

 

○ 成果と課題 

成果として，単元内の問いや課題設定を研究の中

心に据えたことで，こどもが学習の見通しをもち，

自ら考え，学びを深めようとする姿が，研究授業や

協議の場において一定程度見られるようになった。

特に，課題意識をもって学習に取り組む場面や，対

話を通して考えを更新する姿から，本研究の方向性

が総合的な学力の向上に有効であることを確認する

ことができた。 

一方で，教職員間において課題設定の意図や位置

付けに対する共通理解には差があり，実践の深まり

にもばらつきが見られた。その結果，授業改善の視

点が依然として個々の授業スタイルにとどまってい

るという課題も明らかとなった。今後は，学年間，

教科間での共通理解を図り，一貫性のある授業づく

りを組織的に進めていく必要がある。 

また，課題設定の質を高めるためには，単元構想

段階での協働的なカリキュラムデザインが欠かせず，

こどもの実態を踏まえた課題の精選や，単元全体を

通して育成する資質・能力との関連付けをより明確

にすることも求められる。さらに，研究授業におけ

る振り返りや協議の在り方を改善し，授業者の意図

とこどもの学びの姿を結び付けて検証する仕組みを

充実させていくことが，課題の克服につながると考

える。 

 

 

（図４ 校内研究授業の写真） 

 

○ 来年度に向けて  

来年度は，本研究で明らかとなった成果と課題を

踏まえ，こどもが自ら学びを進める力をより確実に

育成するため，課題設定の在り方について学校全体

での一層の共有と深化を図っていく。そのために，

学年間・教科間でめざすこどもの姿を具体的に言語

化し，共通の視点として明確にするとともに，年間

指導計画や単元構想の段階から，問いや課題の質を

意識した授業づくりを組織的に進めていきたい。 

 また，各教科の特性を生かしながら，課題が学習

の見通しや学びの必然性につながるよう検討を重ね

ることで，こどもが主体的に思考し，学びを深める

授業の実現をめざす。さらに，研究授業や校内研修

において実践の交流と協議を充実させ，成果や改善
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点を継続的に振り返ることで，教職員一人ひとりの

授業改善が学校全体の取組として有機的につながる

体制を整える。その際，授業実践の記録や指導の工

夫を蓄積し，全教職員が共有できる形でデータベー

ス化することにより，個々の取組が学校文化として

根付くようにすることも重要である。また，研修で

生まれた新たな視点や気付きが日常の授業改善へと

循環するよう，振り返りの在り方や協議の流れも一

層工夫していく。こうした取組を積み重ねることに

より，主体的に学びに向かい，学び続ける力をもつ

こどもの育成をめざしていく。 
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○ はじめに 

本学園は施設一体型の小中一貫校であり，小学校，

中学校の「壁」だけでなく，いわゆる「学年の壁」

「教科の壁」を乗り越え，すべての教職員が児童生

徒の資質能力の育成のために，志を一つにして教育

活動を進めていく必要がある。 

 

○ 研究の内容 

令和７年度は，「主体的に学ぶ児童生徒の育成～子

どもが情報活用能力を発揮する授業を通して～」と

研修テーマ（目標）を設定した。ポイントは，４つ

の情報活用能力（「問いを持つ力」「問題を解決する

ために情報を集める力」「集めた情報を整理・分析す

る力」「集めた情報をまとめて，表現する力」）を基

盤とした思考力・判断力・表現力を育成する授業づ

くりを行い，以下の項目について研究を行うことと

した。 

・子どもも授業者も“学び”を感じられる授業に

ついて、実践を通して明示する。 

・４つの情報活用能力を育成するための、９年間

における効果的な単元構成を明示する。 

・各教科のみならず、生活科、総合的な学習の時

間、特別の教科 道徳 等も含め、教科の系統性、

教科領域における関連などもふまえ、９年間を

見通した“学びの設計図”を明示する。 

 

○ 研究及び調査方法 

本研究を推進するために，【Ⅰ 各自の授業実践】

【Ⅱ チーム制による研究推進】【Ⅲ 先進校への視

察】を通して行うこととした。 

 

【研究Ⅰ 各自の授業実践】 

（１） ねらい 

１年（小学１年）体育の授業は，「集めた情報を整

理・分析する」力と「まとめ，表現する力」の育成、 

 

８年（中学２年）数学「平面図形」の授業では，「集

めた情報を整理・分析する力」を育成することをめ

ざして授業を展開した。 

（２） 授業の実際 

①１年体育「跳び箱」 

 小学校低学年におけるＩＣＴ活用による情報活用

能力の育成に資する好事例として１年体育「跳び箱」 

の授業を紹介する。 

体育の学習（とくに器械運動）では，自分の動き

と見本の動きとのズレを認識し，そのズレをいかに

修正して技を成功させるかが重要だと考える。 

そこで，ＩＣＴ機器を用いて自己の動きを正面，

横，斜めなどから動画で撮影し観察することで，お

手本とのズレを認識させ，次に挑戦するときの意識

づけを行いつつ，上記２つの情報活用能力の育成を

試みた。 

実際には，跳び箱を跳ぶ方向にタブレットパソコ

ンを１台設置し，「５秒追っかけ再生」にした。試 

技を終えた児童はその流れの中で PCの画面を見て，

自身の技を確認する。そして，次回の試技に備え，

どのようにすればよいかを思考する。 

②８年数学「平面図形」 

 授業では，これまでに学習した作図（垂直二等分

線・角の二等分線・垂線・正三角形(60°の角)を確

認した後，次のヒントをもとに，宝の場所を作図に

よって求めさせた。 

あなたは今，下の地図の道路の A地点にいます。次

の場所に宝が埋まっています。 

 ①Ａ地点から道路に対して，反時計回り（西向き）

に135°の方向に歩いていく。 

 ②Ｂ地点とＣ地点から等しい距離のところで歩く

のをやめる。立ち止まった地点をＤとする。 

 ③宝Ｃ地点，Ｄ地点，Ｅ地点から等しい距離のとこ

ろに埋まっている。 

「９年間を通した情報活用能力を基盤とする思考力・判断力・表現力の育成」 

                                 さつき野学園                                      

                         代表校園長名   佐古田 英樹                        

                           研究者    教頭  北野 真理    

                                   教諭  龍巳 雄太    
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 本授業はおおよそ４人によるグループワークによ

り展開していた。問題提示後，こどもたちは，それ

ぞれがこれまでに学んだ作図方法を過去のワークシ

ートを参照しながら振り返り，今回の問題に対して

試行錯誤するとともに，グループの仲間の作図と見

比べながら，自分の作図の正確さを検討した。また，

授業者は授業の途中において「なぜその作図で示す

ことができるのか」をこどもに説明させた。これは

「集めた情報を整理・分析する力」が身についてい

るかを確認するためのものであった。 

 

（３） 成果と課題 

１年体育「跳び箱」の授業を通したこどもの感想

には，「まずは自分がどこがずれているか，この追

っかけ再生でできた」というものが多くあり，各児

童が本授業でめざした力を感じる内容であったと考

えられる。 

８年数学「平面図形」の授業から得られた成果は，

こどもたちの学び方，学びの質は「問題（問い）」に

よることが大きいということ。その中でも，試行錯

誤できる，試行錯誤の途中で仲間（本授業ではグル

ープのメンバー）に聞くことができ，このことが，

よりステップアップすることができる“はしご”に

なっているということである。 

 

【研究Ⅱ チーム制による取組】 

（１）ねらい 

今年度においては，近接学年の所属あるいは教科

担当でのチームとして授業づくり及び実践を行い，

研究を進めた。本学園では，小学校においても，体

育（１～５年），国語（４～６年），算数（４～６年），

理科（４～６年），社会（４～６年），音楽（３～６

年。年度途中まで１，２年を含む），家庭（５，６年）

において教科担任制をとっており，小学校教員が分

担したり，中学校教員が小学校の授業を担当したり

して実施している。このことを生かし，９年間につ

ながる授業づくり及び実践として，チーム制による

研究を行った。 

（２）取組の実際 

 国語の授業実践においては，１学期に４年，７年

（中１），２学期に８年（中２），６年，３学期に５

年と授業実践を行った。本学園では，１～４年を低

学年部，５～７年を中学年部，８，９年を高学年部

と分けており，それぞれの学年部における授業実践

により，他学年部所属あるいは担当していない教員

との協同による授業づくり，研究授業当日には授業

の参観，授業実施後のリフレクションのサイクルを

繰り返した。 

（３）成果と課題 

 このことは，９年間のカリキュラムを意識した授

業づくりに寄与するだけでなく，授業づくりにおい

て授業実施者が一人で抱え込むことなく，よりよい

授業実施につながる取組になったと考えられる。 

 しかし，国語のような事例ばかりではなく，複数

教科でチームを組まざる得ないケースもあり，焦点

をどこに当てたらよいのか試行錯誤しながら授業実

施にたどり着くケースも見られ，どのような編成が

研究推進に資するのかについては，今後も検討して

いく必要がある。 

 

【研究Ⅲ 先進校への視察】 

（１）ねらい 

 研究Ⅰで述べたが，情報活用能力の育成のために

は授業において「問題（問い）」「ＩＣＴ活用を含む

場（しくみ）」の設定が重要である。このことについ

ては，先行事例から学び，自ら実践してみることが

大切である。そのため，さまざまな方法を駆使して

視察校を選定し，教員を派遣した。 

（２）視察の実際 

①「考えさせる問い」 

八王子市立上柚木中学校（以下，「視察校」という。）

では，全教科共通の授業デザインとして「考えさせ

る問い」に力を入れて校内研究を進めている。 

視察校は，東京都教育委員会授業改善推進拠点校

事業の指定を受けている。この事業は，児童・生徒

の学力向上を図るため，学びに向かう力等に着目し，

指導と評価の一体化による授業改善を組織的に推進

する取組を実践的に研究・開発し，その成果を全都

に普及するためである。 

研究主題として，学習の工夫・調整に焦点を当て

た「生徒一人ひとりが学び方を選択・発見する授業

づくり」を設定している。 

視察校では，全教科，全教職員で取り組むことに

より，職員室では，教科に関係なく授業づくりにつ

いての会話がされているとのことだった。さらに，

学習スタンダードに関して，教員間で共有するだけ
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でなく，生徒にも明確に共有している。「みんなで」

取り組むことで着実に効果を上げることができ，さ

らなる改善に向けて，意識を高くもち，取り組んで

いくことができる。 

②ＷＥＢＱＵ 

ＷＥＢＱＵ（早稲田大学河村茂雄教授考案）によ

る座席配置を用いた集団づくりや上柚木学習スタン

ダードの生徒との共有で意識を高めている。 

（３）成果と課題 

 情報を集める力，集めた情報と既存の情報をつな

げるための知識・技能の定着をしっかりと行うこと

が大切である。その後，「情報を活用したいと思う

ような問い」の設定を行い，グループワークによる

活動を通して自分の考えを話し，他者の意見をよく

聞き，自分の考えを深めさせる。 

また，集団づくりでは，より活発な活動ができる

ように，自分の席の近くで班を組むのではなく，Ｗ

ＥＢＱＵ等で分析した教科のための班構成の実施や，

グループ内での役割共通化等，情報活用能力でのグ

ループワークの進め方の作成が必要であると感じた。 

さらに，視察校は様々な調査をクロス分析し，研

究主題を導いているとのことである。本学園では，

市全体によるＩＲＴ調査，全国学力・学習状況調査

等を実施したり，校内アンケートを行ったりしてい

る。これらをより分析し，４つの情報活用能力の中

から，年度ごとに重点的に行うものを１つ選び，全

員がそれを研究主題とすることで，生徒も含め共通

認識しやすいのではないかと考える。 

 

○ 本研究における成果と課題 

（１）成果と課題 

 本研究における成果は，以下の２点である。 

 ①ＩＣＴ活用によるこどもの学び 

 ＩＣＴの活用は，一人１台の端末もたせて何かを

作業させるものだけではない。１年生の授業実践の

ようにＩＣＴの「機能」を用いて自身の試技を自ら

ふりかえらせることができる。また，この「情報」

は，他者からの助言よりも事実をそのまま伝えるも

ので，この場面においては効果がある。このような

情報を活用することで，次の学びに活かすことがで

きる。 

 一方ＩＣＴの「機能」だけに委ねてしまえば，社

会生活の場としての学校の存在意義にもかかわる。

８年生（中２）の実践であったように，自身も試行

錯誤，他者も試行錯誤，そしてそれを見比べて新た

な学びを構築して問題解決へとつながることにより，

自己肯定感や達成感を仲間とともに味わうことがで

きる。 

②授業づくりにおいて 

 本学園の取組は【研究Ⅰ】に代表される事例はあ

っても，日常的に実践が繰り広げられているもので

はない。どの授業でも展開できるような方法を今後

も検討していきたい。 

③学びの設計図について 

今年度はチーム制により，より９年間の流れを意

識した授業実践をすることができた。授業づくりを

行うなかで，意見交換として９年間を意識した発言

等をしながら進めることができたが，それが言語化

（特に文字化）するには，時間的な制約もあり，表

現するまでには至らなかった。このことについては，

今後も実践を通して，言語化を意識した工夫をして

いく必要があると考える。 

 

（２）今後に向けて 

  小中一貫教育や小中一貫校，あるいは義務教育

学校による９年間の学びが意識されているが，現状

は本学園が「学びたい」と考える先進校の選定が難

しくなっている。また，教員の負担軽減もあり，研

修に費やされる時間も限られている。 

その中でも，自身の実践を試行錯誤できる環境整備

（他校への視察及び教材研究時間の確保等）を行い

つつ，こどもも教員も学び続けるという校風を作り

続けることが肝要である。 
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○ はじめに（テーマ設定の理由） 

本市では, 令和６年度より授業改善施策「学びの

コンパス」を推進している。これは, こどもが自ら

学びを進めるための考え方を示したものであり，令

和７年度からは全校実施という形で展開しているも

のである。市の施策を学校研究の実践改善につなげ

ていくためには，指導主事が理念を伝達するだけで

は不十分であり，学校が自らの授業実践をどのよう

に捉え，研究テーマとの関係でどのように問い直し

ていくのかといったプロセスへの関与が求められる

と考えた。 

本研究では, 学校研究を「授業実践を起点として

問いが立ち上がり, 省察と意思決定を通して更新さ

れていく循環的営み」と捉える。そのうえで, 学校

研究の成熟度に応じて指導主事の関与がどのように

変化すべきかを整理し, 伴走型支援として実践的に

示すことを目的とした。 

 

○ 具体的な研究方法、調査方法 

本研究は質的事例研究である。資料として, 校内

研究計画書, 研究授業及び事後協議会の記録, 管理

職及び研修主任への半構造化インタビュー逐語録, 

参与観察に基づくフィールドノーツを収集した。こ

れらを相互に参照し, 学校研究の進行過程と指導主

事の関与の実態を多面的に記述した。 

 

○ 研究内容   

本研究では, Ａ校からＥ校まで５校の学校研究支

援事例を対象とした。各校は研究の進行状況や組織

体制が異なっており, 導入期, 展開期, 発展期, 転

換期という成熟度の違いが見られた。本報告書では

その中からＡ校，Ｂ校，Ｃ校の３校を取り上げる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究の分析枠組みとして活用したのが, 「学校研

究を支援する教育委員会指導主事のためのルーブリ

ック」（以下ルーブリック）である。ルーブリックは, 

学校研究支援における指導主事の役割を, ①関係づ

くり, ②情報収集・アセスメント, ③介入, ④評価, 

⑤間接的支援の５領域 12 項目に整理し, それぞれ

を「支援」「協働」「自立促進」の３段階で記述した

ものである。特徴は, 支援の内容を抽象的理念では

なく具体的行為として示している点にある。 

  

先行研究では, ルーブリックは主として指導主事

自身の自己点検や力量形成のための道具として位置

づけられてきた。しかし本研究では, これを評価や

到達度判定の指標として用いるのではなく, 学校と

指導主事が研究の現在地を共有するための対話の媒

体として位置づけた。ルーブリックをもとに, 「学

校が求めている関わりは何か」「次にどの関与が必要

か」を相対的に検討するための共通言語として活用

した。具体的には，管理職や研修主任にルーブリッ

クを見ていただき，①指導主事に期待している役割

に○を付ける。②①で○を付けた中から特に期待し

ている役割を１位から３位まで選ぶ。という形でア

ンケートをとった。（以下、各図を参照。） 

 分析にあたっては, ①研究テーマへの主体性, ②

校内研究の具体的取組, ③指導主事に期待する役割

の３点を視点とし, ルーブリックの各領域との対応

関係を検討した。 

「授業改善に関わる市の施策と指導主事の働きかけについて」 

～「学校研究を支援する教育委員会指導主事のためのルーブリック」を活用して～ 

                                                                                        

                           所属 能力開発課 研究グループ 

研究者 指導主事  江口 浩平 
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（1） 導入期：Ａ校 

【図１：Ａ校の指導主事に対する期待】 

①研究テーマへの主体性 

A 校では, 「根拠をもって書く内容を決めること

ができる子の育成」を研究テーマとして掲げていた

ものの, 協議会では発言が一部の教員に偏り, 研究

テーマと授業実践との関係が十分に整理されないま

ま議論が進む状況が見られた。特に, 研究テーマに

関わる取組として, 朝学習や家庭学習の手引き, 宿

題, 自主学習, 漢字指導など複数の柱が並列に提示

されていたが, それぞれがどのように研究テーマと

結び付くのかが十分に共有されておらず, 焦点が分

散していた。 

②校内研究の具体的取組 

 ４月当初, 研修主任から「何から整理すればよい

か分からない」「協議会で意見は出るが, どうまとめ

ればよいか迷う」との相談を受けた。研修主任は教

職経験５年目であり, 校内研修の運営そのものに強

い不安を抱えていた。そこでまず, 研究テーマであ

る「書くこと」に直結する実践に焦点を絞ることを

確認し, 取組の優先順位を整理した。あわせて, 協

議会の運営方法を見直し, 従来の板書中心の整理か

ら, グループ協議の中で出たキーワードを短冊に記

入し, 可視化する方法へと変更した。 

 この方法により, 教員一人ひとりの発言が形とし

て共有され, 協議の論点が明確になった。次第に, 

発言が特定の教員に集中する状況は緩和され, 「子

どものどの姿が研究テーマに関わっているか」とい

う視点で議論が行われるようになった。ここで重要

であったのは, 授業内容への直接的助言よりも, 協

議の場を成立させるための枠組みを整えることであ

った。この後も研修主任は研究授業のたびに運営方

法を少しずつ変えていき、自分たちにとって一番納

得のいく方法を見つけ出すことができていた。 

③指導主事に対する期待 

 校長，研修主任ともに「実践イメージの明確化に

むけた支援」や「実践の改善にむけたアドバイス」

を上位に挙げておられた。このことから，導入期に

あるＡ校においては，授業への助言に加えて，研修

全体をどのようにデザインし，研究テーマを自分事

とできるように教職員を巻き込んでいくかという

「体制構築」への支援が指導主事に強く求められて

いたと考えられる。 

 指導主事は様々な学校での校内研修の進め方の事

例を把握しておき，実態に応じて研修主任に助言を

したり，管理職や研修主任が年度途中や年度末にリ

フレクションを行う手助けを行ったりすることが求

められる。 

 

（2） 展開期：Ｂ校 

【図２：Ｂ校の指導主事に対する期待】 

① 研究テーマへの主体性 

 Ｂ校は，大阪芸術大学の教授を外部講師として招

聘し，「自ら問いをもち、仲間とともに読み味わう授

業づくり〜『学び合う』から分かる・深まる〜」を

研究テーマに掲げ，物語文読解を柱とした校内研究

を展開していた。研修主任は外部講師の助言内容を

校内資料として整理し，教員間で共有するなど，研

究を自校に合う形で進めようとする姿勢が明確であ

った。 

 校内研修計画には，「教えることに偏った指導観か

ら脱却し，こどもの考えやつまずきに寄り添う授業

へ転換する」「研究授業を『評価』から『省察』へと

捉え直す」と明記されており，「学びのコンパス」の

理念とも整合していた。すなわち，理念水準では，

こどもの学びを起点とした授業観への転換が共有さ
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れていたといえる。 

② 校内研究の具体的取組 

 ５月の研究授業（５年物語文「銀色の裏地」）では、

外部講師による理論的示唆が前提として存在する中

で、協議会では教師の手立てそのものよりも、「こど

もがどこでどのように読みを深めたのか」に焦点を

当てることとした。 

 具体的には，授業中のこどもの様子を写真で提示

し，「この場面でこどもは何を学んでいたのか」「ど

のような読みの更新が起きていたのか」と問いかけ

た。すると，教員間で「本文に立ち返って考えを修

正している」「友達の意見を受けて読みが変化してい

る」といった具体的事実に基づく対話が生まれた。

協議の焦点は，教師の発問の巧拙から，こどもの学

びの事実へと徐々に移行していった。 

 さらに 12月の研究授業（２年「お手紙」）では，

こどもたちが出した問いを構造化することが課題と

なった。以前の公開授業では問いが羅列的に扱われ

た反省があったため，「学習指導要領の指導事項と関

連する問いはどれか」「類似する問いを統合できない

か」といった視点を共有した。その結果，こどもた

ち自身が単元のゴールと照らし合わせながら問いの

優先順位を検討する姿が見られ，研究テーマの具体

化が進んだ。 

③ 指導主事に期待する役割 

 インタビューからは、Ｂ校が指導主事に対して「感

情的サポート」と「実践の評価」を強く期待してい

たことが明らかとなった。外部講師の理論的助言を

受けて学校が実践に落とし込んだ成果が，どのよう

なこどもの姿として現れているのかを言語化し，研

究テーマとの対応関係を確認する「形成的評価」で

ある。また，研修主任と外部講師が「学校に関する

情報の事前収集」を上位に挙げていることからは，

学校が取り組んでいることや現状を把握したうえで，

適切な評価をしてほしいという思いが伺える。 

 Ｂ校では，外部講師が理論的・専門的示唆を担い，

指導主事が日常的実践の意味づけと価値づけを担う

という役割分担が機能していた。この相補的構造に

より，管理職や研修主任は複数の助言の間で混乱す

ることなく，研究を一貫して推進することができて

いた。 

 

 

（3） 発展期：Ｃ校 

【図３：Ｃ校の指導主事に対する期待】 

 ① 研究テーマへの主体性 

 C校は、「自ら学習を進めることができる子どもの

育成〜自立した学習者をめざして〜」を研究テーマ

に掲げ、国語科と算数科を中心に校内研究を展開し

ていた。前年度の課題分析では、「自分で発表したり、

主体的に学習したりすることに課題がある」と整理

されており、OECDの調査結果や市の施策「学びのコ

ンパス」の理念を踏まえ、「学習進度や興味・関心に

応じて教材や学び方を選択し、生涯にわたり自ら学

び続ける力を育成する必要がある」と明確に位置づ

けていた。 

 研究は、「課題・めあての設定」「学び方の選択」

「思考活動」「振り返り」という学習過程を単元構成

の中に意図的に位置づけるという仮説に基づいて進

められていた。６月の研究授業では、研修主任自ら

が提案授業を行うなど、研究の方向性に関する一定

の共通理解が校内で形成されている段階にあった。 

② 校内研究の具体的取組 

６月の国語科物語文「まいごのかぎ」では、「学

ing タイム」と称する自由進度学習の導入が試みら

れた。こどもたちは、「誰と学ぶか」「どのように学

ぶか」「どこで学ぶか」を自ら選択しながら学習を進

めていた。主体的に学ぶ姿は確かに見られ、研究テ

ーマは一定程度実現されているように感じられた。 

しかし協議会では、「どのような状態になれば『語

り』のレベルが上がったといえるのか」という問い

から議論を始めた。自立性を保障するだけでは、教

科の本質に迫るとは限らない。そこで、学習指導要

領の指導事項との関連を整理し、「言葉による見方・

考え方」を子どもがどのように手がかりとして活用

しているかに焦点を当てた。研修主任からは、「こど
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もに委ねる際にも、何を手がかりに考えるのかを共

有しておく必要がある」との振り返りが示され、研

究の質的深化が始まった。 

 10月の「よりよい学校生活のために」では、この

改善が具体化された。教科書の「たいせつ」に示さ

れた「質問を通して考えを広げる」という見方を事

前に共有し、こどもがその有用性を実感できるよう

授業を設計していた。さらに、単元末の「ふりかえ

ろう」を活用し、「どのように共通点や相違点を整理

したか」を自ら言語化させる構造を組み込むことで、

学習の自覚化を促していた。 

12月の１年生「たぬきの糸車」では、単元構成力

の高まりが顕著であった。以前の教材では感想が同

質化した反省を踏まえ、今回は多様な読みが生まれ

るよう単元全体を再設計していた。評価規準に示さ

れた「場面や登場人物の様子を思い浮かべる」とい

う抽象的概念を、こどもの具体的言動と結びつけて

見取る視点が協議会で共有されたことも、研究の深

化を示している。 

③ 指導主事に期待する役割 

 C 校へのインタビューからは、研究の方向性その

ものを示してほしいという期待よりも、「現在の方向

が妥当であるかを確かめてほしい」「実践をより精緻

化するための視点を提示してほしい」という期待が

強いことが明らかとなった。 

 発展期にある学校では、理念と実践の接続は概ね

成立している。そこで求められるのは、方向提示で

はなく、外部視点からの妥当性確認と精緻化支援で

ある。本事例では、ルーブリックの「実践イメージ

の明確化」および「実践の評価」が前景化し、学校

が描く研究の方向を外部の視点で検証する関与が機

能していたと考えられる。 

 

○ 成果と課題 

本研究の成果は３点である。 

 第１に, 学校研究の成熟度によって, 指導主事に

求められる支援の焦点が異なることが明らかになっ

た。導入期では関係構築と焦点化, 展開期では意味

づけと形成的評価, 発展期では妥当性確認と体系化, 

転換期では問いの焦点化と再構築が中心となる。 

 第２に, ルーブリックは支援の達成度を測るため

ではなく, 「現在どのような関与がなされているか」

を共有する対話の媒体として機能することが確認さ

れた。年度末に到達したい学校の姿を指導主事と学

校職員とで共有し，そこに向けてどのように学校研

究を進めていけばよいかを話し合うことができた。 

 第３に, 伴走型支援とは, 学校の状況に応じて関

与を前景化・背景化する判断の在り方であり, 省察

と意思決定の循環を支える専門性であることが整理

された。学校が自走できるように意識しながらも，

学校のルーブリックのどの観点の関与が求められて

いるのか，あえて意識的に前面に押し出さない支援

のあり方も含めて対話を通じて共通理解を図ること

の大切さを確認することができた。 

 一方, 本研究の課題としては，本研究が５校の事

例分析に基づくものであり, 他校への一般化には限

界が挙げられる。また, 支援の成果を量的に検証し

ていない点も今後の課題である。ルーブリックを対

話のツールとして用いて学校支援を行う指導主事が

増えていくことで，本研究の検証も進んでいくもの

と考えられる。 

 

○ 来年度に向けて  

今後は, 成熟度に応じた支援モデルを教育委員会

内で共有し, 指導主事間の省察の場を設けられるよ

うにする。また, ルーブリックを対話ツールとして

活用する研修を企画し, 学校研究支援を組織的に展

開していく。 

 学校研究は, 完成形を外部から提示することで成

立するものではない。授業実践を起点とした問いが

校内で言語化され, 更新され続ける循環を支えるこ

とこそが, 指導主事の役割である。本研究で整理し

た伴走型支援モデルが, 指導主事の関わりを考える

うえで役に立つように，今後の共有方法等を考えて

いきたい。 
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〇 はじめに（テーマ設定の理由） 

 令和 4年12月 19日に中央教育審議会から、「『令

和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研

修等の在り方について～「『新たな教師の学びの姿」』

の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集

団の形成～（答申）」が示された。そこには、「新た

な教師の学びの姿」として、教師自身が学び続ける

姿や、主体的・対話的で深い学ぶ姿が示されている。

【図１】 

 

 

 

 

 

 

【図 1 】令和 4 年答申「新たな教師の学びの

姿」】 

 

また、「校長等の管理職の育成及び求められる資質

能力の明確化」については、校長自身の学びを支援

することの重要性と、校長同士の学び合いが、各学

校におけるマネジメント能力の向上に有効であるこ

とが示された。 

 今、求められている教師の学びの姿と本市の校園

長研修を比較すると、課題が 2 つあると考えた。1

つめは、研修を主催する教育委員会において、各校

園長が自校園や自分自身の課題改善に向けて、主体

的・対話的に学ぶ場の設定が十分でないことである。

2 つめは、校園長が研修等で得た学びや気付きを学

校現場での実践につなげていくことを支援したり、

見取ったりする方法が十分でないことである。 

これらの課題を解決し、校園長が課題意識をもっ

て研修を受講し、研修で学んだことを自校園での実

践につなげられるような研修を教育委員会において

企画・運営しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 研究内容 

これらのことから、教育委員会が主催する研修に

おいて、研修受講者である校園長が、研修での気付

きや学びを言語化したり、学校現場での実践につな

げやすくなる工夫を講じたりすることによって、研

修と実践の往還を定着化させることができると考え

た。そこで、教育センターが主催する校園長研修に

おいて、後述する「研修転移」を図ることを目的と

したで、研修を企画・実行運営し、実際に受講した

校園長へのインタビュー調査を通して、研修の有用

性について実証することとした。することで、デザ

インするにつなげるための手立てを講じることがで

きないかと考えた。 

 

〇 具体的な研究方法、調査方法 

（1）本研究の理論 

Sacks & Haccoun（2004）は、研修で学んだことの

60～90％は職場で実践されていないとしている。そ

して、中原（2014）は、研修転移とは、「研修で学ん

だことが、仕事の現場で一般化され役立てられ、か

つその効果が持続されること」としている。このこ

とから、研修（学ぶこと）は、研修受講者の行動を

変容させるための「手段」であって、「目的」ではな

いと言える。つまり、研修とは、学ぶことができて、

かつ、各学校の組織の目標達成にポジティブな影響

を与えられるものでなければならない。 

また、永谷（2015）は、「研修がやりっぱなし」に

なる原因は「研修で設定した行動計画を忘れる」こ

とであると指摘している。このことから、研修内で

アクションプランを構想する場の設定はもちろんの

こと、研修受講後に、アクションプランを思い出す

仕組みの構築が必要であると考えた。 

なお、Roussel（2014）は、研修転移のメカニズム

「研修転移を促す校園長研修のあり方について 

～『経験学習リーダーシップ研修』を踏まえた人材育成を例に～」 

                           所属 能力開発課 研修グループ 

研究者 主任指導主事 辻 敦子  

          主任指導主事 余野耕造  
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の最も下の基層には「運ぶ（Transport）」と「類似

度（Degree of similarity）」の 2つの要素が入って

いると主張しており、研修転移を高めるためには、

学ぶべき内容や状況を、学んだことを適用する場所

や状況に近づけていく努力が必要であるとしている。

このことから、研修内でロールプレイを行うなど、

実際に体験する場の設定が効果的ではないかと考え

た。 

そして、Kirkpatrick（1959他）は、「研修評価の

4段階モデル【表図 2】」において、研修評価に際し

て留意しておくべき4つのステップ（段階）がある

としている。なお、その中でも、レベル 3「行動」

の変化の測定が最も難しく、また、最も重要である

と述べている。このことから、研修後の行動変容を

見取るための工夫を講じなければならないと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表図2】研修評価の4段階モデル 

 

（2）研修転移を促す研修デザイン 

①研修後の研修受講者へのアプローチ 

第 1回校園長研修では、研修時間内に「アクショ

ンプラン」を考える時間を確保し、そのプランアイ

ディアを参加者同士で共有する時間を設けた。研修

後の学校での行動を具体的にイメージできるよう、

アクションプランの項目は、「目標（めざすゴール）」

「対象（誰に）」「協力者（誰と）」「時（いつ）」「場

所（どこで）」「内容と方法（何を・どのように）」と

設定した。 

そして、研修後の研修受講者へのアプローチとし

て、「ミニマムコース」「スタンダードコース」「プレ

ミアムコース」の3つのコースを設定し、研修に応

じて選択して実施した【図3】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

【図3】研修評価の3つのコース 

 

具体的には、第 1回校園長研修については、研修

実施 2か月後に、アクションプランを想起してもら

うことを目的として、研修後アンケートを実施した。

この時のアンケートでは、14 名の回答が得られ、

「『アクションプラン』に書いたことを実践した」校

園長が 6名、「『アクションプラン』に書いたことを

実践する予定」の校園長が8名であった。加えて、

アンケートに回答した校園長に対し、実践内容や実

践後の成果と課題等をヒアリングし、まとめたもの

を全校園長にメールにて共有した。その後も、校園

長研修に関するリマインドメールを 2回（9月、11

月）送信し、研修での学びを想起したり、実践への

意欲を高めたりすることを促した。 

 

②研修振り返りレポートの作成 

第 2回校園長研修では、研修受講後、学んだこと

を学校現場で実践し、その成果と課題を明らかにす

るところまでを一つのパッケージとして企画した。

その際、「研修振り返りレポート【図 4】」の作成を

求めた。本レポートは、研修受講直後に記入する項

目と研修受講約1か月後に記入する項目に分け、実

践後の成果と課題を記入する項目を設けることで、

研修転移を促した。 

なお、学校現場での実践を伴う研修を実施する場

合、研修受講者自らが問いをもちつつ、自律的に学

べるような工夫が必要だと考え、11講座（【図 4】）

を設定し、課題に応じて選択・受講できるようにし

た。 
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  【図4】研修振り返りレポートと、研修講座一覧 

 

③研修振り返りレポートの分析 

研修振り返りレポートをもとに、校園長が選択・

受講した研修をまとめた。【表図5】（2つ以上の研修

を選択・受講した場合は、校園長の判断で、1 つの

研修についてレポートを作成している。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表図 5】第 2回校園長研修選択講座別のレポート

数 

 

 

また、振り返りレポートの内容について、次のよ

うに分析した。研修の選択理由については、自分自

身の課題によって選択した校園長と、自校園の課題

によって選択した校園長とに分かわかれていた。こ

のことから、選択講座を企画する際は、校園長の資

質向上に資する研修と学校の課題解消に資する研修

の両方の視点をもつ必要があると考える。 

また、アクションプランについては、第1回校園

長研修と同様に、「めざすゴール、誰に、誰と、いつ、

どこで、何を、どのように」を観点例として示して

いた。研修転移につなげられていた校園長のアクシ

ョンプランには、各観点にそって具体的に書かれて

いるたという傾向が見られた。このことから、研修

転移を促すためには、より解像度の高いアクション

プランを考えられるようにする必要があると言える。 

 

（3）人材育成に関する研修の実施 

第 1回校園長研修実施時に行ったアンケート（自

校園の学校教育目標を達成するための取組を進める

にあたり、課題となっていることは何か。）に対して、

最も多くの校園長が課題だと回答したことは、「人材

育成」であった。このことをふまえ、校園長のニー

ズに応えるために、第 2回校園長研修における選択

講座の一つとして次の研修を実施した。 

・研修名：経験学習リーダーシップ研修 

・対 象：管理職や校内指導教員等、校内の人材育

成にかかわる教職員 

・目 的：経験学習に関する理論と、教職員が自ら

の経験から学べるように支援する方法に

ついて学ぶ。 

・日 時：令和7年 9月 11日（木）15:00～16:45 

・講 師：青山学院大学 経営学部 経営学科 松尾

睦 教授 

・形 態：Microsoft Teamsを活用したオンライン 

・参加者：47名（校園長 29名、教頭 9名、主幹教 

諭 5名、指導教諭 3名、教諭・講師5名） 

・内 容：①講義（経験学習の基本、育て上手の指 

導と成功内省支援、強みを伸ばす指導 

方法） 

②リフレクション・エクササイズ（最近

のちょっと良かった出来事とその理由

について、ブレイクアウトで3人一組

となり、一 1人 5分ずつで話す。） 

 研修転移を高めるために、研修内で、受講者自身

が成功体験を振り返るワークショップを実施した。

アンケート結果【図6、7】から、ワークショップを

通して振り返りのるよさを実感し、実際に学校現場

において同様のでワークショップを実施する方法を

知ることにつなげられたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

【図 6】研修後アンケート「この研修で、学んだことや得たことは何

ですか」 

 

 

 

 

 

第2回校園長研修（選択講座） レポート数

　①コーチング実践応用研修 1

　②未来の学校を支える教師の学び研修 5

　③児童生徒の思考力を高める授業実践研修 2

　④個別最適な学びの実現に向けた授業実践研修 10

　⑤アドベンチャープログラム研修 4

　⑥特別支援教育 E-learning研修 17

　⑦経験学習リーダシップ研修 12

　⑧ペップトーク研修 2

　⑨オンライン社会体験研修 3

　⑩学校管理職リーダーシップ研修 11

　⑪ネットいじめ未然防止及び対応研修 57
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【図 7】研修後アンケート「この研修で学んだことを、いつ・どんな

場面で活用できそうですか」 

 

（4）インタビュー調査 

「経験学習リーダーシップ研修」を受講した3名

の校長に対し、研修後の取組についてインタビュー

を行った。【表図 8】 

 取組概要 

A中学 
校長 

①学校行事後の振り返りの実施 
②日常的に「成功体験」の振り返りを
促す声かけ 

B小学
校長 

①面談での「成功体験」の振り返り 
②リフレクションタイムの実施 

C小学
校長 

①リフレクションエクササイズの実施 
②強みアンケートの実施 
③日常的に「成功体験」の振り返りを
促す声かけ 

【表図 8】研修受講後の取組概

要 

 

A中学校長 

■受講理由 

職員の若返りが進む中、効果的な育成方法を身に

つける必要を強く感じているため。 

■研修での学び、気付き 

自らの経験を振り返り学びを次に活かす循環の大 

切さと、他者の視点から新たな気付きを得ることの

意義について学んだ。また、経験から学ぶ姿勢を意

識し、チームの成長につながるリーダーシップを発

揮することの重要性を実感した。 

■実践内容と成果 

①学校行事後の振り返りの実施 

「経験の振り返りシート」を作成し、2 学期の各

学校行事後に運営等についての良い点や改善点等を

入力させた。校内共有に保存することで、行事の経

験を言語化し、職員間で共有する機会が生まれた。

成功例や課題を整理することで、次の行事に活かそ

うとする意識が高まり、若手職員の学び合いの雰囲

気づくりにもつながった。 

②日常的に「成功体験」の振り返りを促す声かけ 

教職員との日常的な対話の中で、よい取組等をフ

ィードバックする際、「何でなぜうまくいったと思う

か？」と問うようにした。失敗に対する改善だけで

なく、うまくいったことに意識を向けることで、自

己肯定感の向上につながると感じた。 

■今後に向けて 

振り返りの内容に個人差があったため、今後は、

振り返りシートを記入する際の視点や具体例を示す

ことで、経験から得た学びを改善策まで深められる

ようしたい。 

また、共有した内容を学校全体の改善へ確実につ

なげられるよう、振り返った内容を学年会や校務分

掌会議等で共有し、組織的に次の実践へ反映させる

仕組みづくりを進め、教職員が主体的に学び合う文

化の定着を図っていきたい。 

 

B小学校長 

■受講理由 

校長として、教職員を導く力（リーダーシップ）

を身につけたいと思ったため。 

■研修での学び、気付き 

人を育てることが上手な人は、経験から学ぶ力が

あり、「経験→振り返り→教訓→応用」のサイクルを

意識的に回している。失敗を振り返ることを「ふり

かえり」と捉えがちだが、「成功」を振り返ることが

とても有意義である。また、成長のひとつの要因と

して、「ストレッチ（挑戦）」がある。 

■実践内容と成果 

①面談での「成功体験」の振り返り 

進捗確認面談時に、「今までの教職経験の中で、ど 

のような成功体験がありますか？」と問いかけた。

すると、初任 3 年めの教員は、1年めの時のしんど

さや苦労を思い出しながら、「今、改めて振り返ると、

もっとこうすればよかった」という気付きを話して

くれた。このことから、校長として、この教員の強

み（決して逃げないこと）を再認識するとともに、

失敗しても大丈夫だと思える組織風土をつくること

が大切だと感じた。また、転勤 2校めの教員からは、

前任校時ので保護者対応等に苦労したが、児童を無

事に卒業させることができたという成功経験体験に

ついて聞くことができた。このことから、過去の苦

労や成功体験が現在の教員の強みにつながっている

ことを実感できた。 

②リフレクションタイムの実施 

職員会議で「リフレクションタイム※」を実施し
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たところ、和やかな雰囲気で対話ができた。成功体

験をふりかえる機会を学年会議等でも取り入れるこ

とを提案した。 

※2 人ペアで 5分間対話。テーマは「新学期が始ま

ってよかったこと（業務、プライベート）」、「なぜ、

それがよかったと思うのか」とした。 

■今後に向けて 

成功体験のふりかえりをきっかけとして、お互い

の考えや感じていることを共有できる雰囲気づくり

に努め、教職員同士がプラス面を伝え合い、高め合

える職場をめざしたい。また、日常的なポジティブ

フィードバックの際に、「なぜうまくいったのか

な？」と問うようにしたい。また、うまくいった要

因が明らかになった場合は、その取組みを継続する

ようアドバイスしたい。 

■その他 

なぜ、研修で学んだことを実践につなげることが

できたのかについて質問したところ、B校長は、「『研

修後に自校園で実践し、レポートを作成するところ

までが研修』となっていたことで、自校園での実践

が意識された。また、受講した研修の内容が『これ

ならできそう』と思えたことも大きい。そして、研

修振り返りレポートの項目に沿って作成すると、改

めて研修で学んだことを思い出したり、実践の成果

と課題を整理したりすることにつながった。」とのこ

とだった。 

 

C小学校長 

■受講理由 

人は経験からいかに学ぶのかについて知りたいと

思ったため。また、教職員の個性や強みを最大限活

かせる職場や校内体制にしたいと考えているため。 

■研修での学び、気付き 

経験学習サイクルを意識することで、経験が個人

や集団の成長につながるということ。また、成功経

験・失敗経験に関わらず、「なぜそうなったか」を俯

瞰して捉え、そこから教訓を導き出し、その教訓を

言葉や文字にすることで一般化され、次に起こる出

来事に応用できること。 

■実践内容と成果 

①リフレクションエクササイズの実施 

職員会議で、リフレクションの意味について話を

した後に、「リフレクションエクササイズ※」を実施

した。楽しそうな表情で、仕事のことだけでなく、

家族のことなども話をする姿が見られた。 

※全教職員が 2 人ペアとなり、5分間対話。テーマ

は「最近うまくいったこと」とした。 

②「強みアンケート」の実施 

「強みアンケート※」を実施したところ、それぞ

れの教職員が自分の良さや強みに気づくことができ

た。また、自分では今まで気づいていなかったその

人の良さや得意分野を知ることもでき、より適切な

分掌や役割を考えることができた。 

※Forms を活用し、全教職員が質問項目「◇◇先生

のいいところは？」に回答。集約したものを本人

にフィードバックするとともに、職員会議で全体

共有した。また、会議後は、アンケート結果を誰

でも閲覧できるように設定した。 

③日常的に「成功体験」の振り返りを促す声かけ 

日々の様々な機会を通じて、教職員に対して「う 

まくいったことは何か。なぜ、うまくいったのか」

を投げかけるようになった。それにより、教職員は

「成功体験とその理由」に意識を向け、振り返りを

行えるようになってきている。 

■今後に向けて 

「うまくいったことやその理由」を、教職員とと

もに積極的に言語化し、教職員一人ひとりの考え方

や取組を価値づけていきたい。そして、学校全体で

「これはうまくいった（いかなかった）」「それはな

ぜかどうして？」と、具体的に整理し、経験学習の

サイクルを循環させていきたい。 

 

〇 成果と課題 

本研究による成果として、次の 3 点を挙げる。1

点めは、「研修振り返りレポート」の作成により、研

修受講者の研修後の実践（行動変容）を把握するこ

とができたことである。実践内容としては、校園長

自身の行動変容、校園長が教職員に働きかけたこと

による新たな教育活動の創出、地域・保護者へのア

プローチとそれによる反応等が挙げられていた。2

点めは、「研修振り返りレポート」の内容から、校園

長の困り感やニーズなどを知ることができたことで

ある。3 点めは、研修転移を意識した研修デザイン

をつくることで、研修の企画力が向上したことであ

る。 

一方、課題としては、研修転移を促すために研修

38 



「教育課題研究支援」研究報告書                【グループ】様式 6 

デザインを工夫したが、学んだことをもとに学校現

場で実践するという行動につなげることが難しかっ

た受講者がいたことも事実である。それは、今回取

り組んだ研修の形態が、校園長にとってこれまでと

違う馴染みのない研修形態だったということも推測

される。また、そもそもの研修に対する捉えについ

ても解明する必要があるかもしれない。そのうえで、

研修転移が起きた場合と起きなかった場合の違いを

明らかにし、研修転移に効果的なよりよい方法を見

出したい。 

 

〇 来年度に向けて 

前述の成果と課題をふまえ、次年度も引き続き、

研修転移を図る研修の工夫を講じたい。例えば、「研

修振り返りレポート」の項目の整理である。今年度

のレポート項目は「①研修選択 ②選択理由 ③研

修での気付きや学び ④アクションプラン ⑤成果

と課題 ⑥今後に向けて」であったが、前述の「研

修評価の4段階モデル【表 2】」をふまえると、より

「行動」に焦点をあてた項目の設定が有効ではない

かと考える。「①研修選択 ②選択理由 ③研修での

気付きや学び ④アクションプラン ⑤実践内容 

⑥実践の中での小さな成功体験 ⑦なぜ今後に向け

て」など、再度、来次年度に向けて検討したい。 

また、校園長研修における協働的な学びの実現に

挑戦したい。具体的には、研修後の受講者同士の対

話の場の設定である。研修振り返りレポートを読む

と、各校園長の思いや考え方、自校園での実践、よ

りよい学校経営に向けた次のアイディアなど、様々

なことを知ることができた。このレポートに書かれ

た内容を他の校園長と共有することができれば、自

分にはなかった視点を得ることができ、学びが広が

ったり深まったりするのではないかと考える。そこ

で、同じ研修を選択した受講者が数か月後に再度集

まり、実践したことや実践から得られた成果や課題

等を対話する場を設定し、研修転移とその次につな

がる取組への移行を促したい。 
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１ 研究テーマ設定の理由 

令和６年度堺市教育センター研究紀要「教育支援

教室におけるソーシャルスキルトレーニングの実

践研究」では，本市の教育支援教室スプリングポ

ート（以下「スプリングポート」という。）におけ

るソーシャルスキルトレーニング（以下「SST」

という。）が教育支援教室に通室する児童生徒（以

下「通室生」という。）のソーシャルスキルの４分

類（①基本的なかかわりスキル，②仲間関係発展・

共感的スキル，③主張行動スキル，④問題解決ス

キル）を身に付けることに期待ができることを考

察した。 

しかしながら，中学校卒業後のスプリングポート

の元通室生が進学先の高校やアルバイト先等で人

間関係の構築に不安を抱えているという話を聞く

ことも少なくない。 

本研究は，スプリングポートの通室生が中学校卒

業後も人間関係の構築に不安を抱えることなく過

ごすことができるソーシャルスキルを身に付ける

方法について実践研究するものである。 

 

２ 研究目的 

SST の手法として起業体験学習を用い，通室生

が他の通室生や通室生の保護者，所属する学校と

のつながりを深めることや，外部の方（投資企業

や，他の通室生の所属校の教員，フリーマーケッ

トに来店された客等）とのつながりを作るといっ

た学習の過程を通じて，中学校卒業後も人間関係

の構築に不安を抱えることがなく，社会的自立に

向かうためどのようなソーシャルスキルを身に付

けられるかを明らかにすることを目的とする。 

 

３ 研究内容 

１ 研究の方法 

① 起業体験学習に参加した，通室生７名にイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンタビューを実施し，ソーシャルスキルの 

観点で分析 

② 起業体験学習に参加した通室生の振り返り

作文をソーシャルスキルの観点で分析 

③ 起業体験学習に参加した通室生の保護者の

アンケートの分析 

④ 起業体験学習に参加した通室生の所属校の 

担任教員等学校関係者のアンケートの分析 

以上①～④の分析により，通室生のソーシャル

スキルの変容や影響について考察する。 

 

２  調査の実際 

（１） 調査対象 

本調査の対象は，令和７年度２学期９月時点でス

プリングポートに通室し，且つ，起業体験学習に参

加した７名の児童生徒である。（表１） 

男子 女子
小４ ０人 ０人
小５ ０人 １人
小６ ０人 １人
中１ ０人 ０人
中２ ２人 ０人
中３ １人 ２人
（表１　起業体験学習参加児童生徒）  

スプリングポートでは，スタッフとの個別の関わ

りを中心に活動を行う個人活動と，通室生同士の集

団での活動を行うグループ活動がある。今回，起業

体験学習に参加したのはグループ活動を行っている

児童生徒である。 

（２） 起業体験学習の実践 

令和７年９月４日から12月18日までの期間で合

計28回の起業体験学習を実施した。１回あたりの

学習時間は 90分で，学習プログラムの詳細な内容

は表２の通りである。 

「教育支援教室におけるソーシャルスキルトレーニングの実践研究」 

～起業体験学習を通じて身に付けるソーシャルスキル～ 

 

企画相談課 教育支援教室グループ 

研究員（ 研 究 員 藤岡 宏俊 ）（ 指導主事 宮本 浩光 ） 

（ 主任指導主事 野津 喬  ）（ 主任指導主事 川橋 俊之 ） 

（ 指導主事 後藤 ひとみ ） 

主任指導主事 川橋 俊之 

主 任 指 導 主 事 

主 任 指 導 主 事   
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内容 回数

1
レオス・キャピタルワークス株式会社（投資企業）仲岡さん・
池田さんによる起業のための出前授業の受講【９月４日
（木）】

株式会社とは何か，起業するときの注意点，投資を受けるた
めに必要なこと等の講義を受講

１回

2  模擬株式会社設立【９月９日（火）】
社名・会社ロゴの作成，定款，登記申請書類の作成
代表取締役，企画開発部，デザイン部，広告宣伝部，営業部
の５つの部署への通室生の割振り

１回

3
ハンドメイド作家玉木さんによる商品開発の出前授業
の受講【９月11日（木）】

商品作りに向けて，どのような商品を作り，どのように売る
のか等の講義を受講

１回

4 商品開発【９月16日（火）・９月18日（木）】
起業体験学習に参加する通室生それぞれが商品案を出し，そ
の中から一人一つ製造する商品を選定

２回

5
試作品の製造【９月25日（火）・10月２日（木）・10月７日
（火）・10月９日（木）】

事業プレゼンに向けて試作品の製造 ４回

6
投資家（投資企業・起業体験学習に参加している通室生の保護
者・通室生の所属校の担任教員等）への事業プレゼン練習【10
月14日（火）・10月16日（木）】

投資家から事業資金を投資してもらうため，それぞれがパ
ワーポイントを作成し３分程度の商品プレゼンの練習
創業の目的や販売戦略，配当金，株主優待の説明のプレゼン
練習

２回

7
レオス・キャピタルワークス株式会社仲岡さん・池田さんへ事
業プレゼン【10月21日（火）】

事業プレゼンを投資のプロに事前に確認してもらい，事業プ
レゼンをブラッシュアップ

１回

8
投資家（投資企業・保護者・通室生の所属校の担任教
員等）への事業プレゼンと株式の発行による資金調達
【10月23日（木）】

投資家への商品プレゼン，販売戦略プレゼン，創業目的プレ
ゼンなどの事業プレゼン
投資家に株式購入の意向確認
株式の売却による資金調達

１回

9

商品の製造と販売練習【10月28日（火）・10月30日
（木）・11月６日（木）・11月11日（火）・11月18日
（火）・11月20日（木）・11月25日（火）11月27日
（木）・12月２日（火）12月４日（木）】

株式の売却により得た資金で商品やチラシを作製
販売係，レジ係，ワークショップ係に役割を振り分けてフ
リーマーケット当日のリハーサル

10回

10 フリーマーケットへの出店【12月７日（日）11:00∼15：00）】
堺市内のフリーマーケットに出店(来店者は一般の方，株
主，学校関係者等)し，商品を販売

１回

11
収支決算報告書の作成・振り返り作文の作成等の株主
総会準備【12月９日（火）・12月11日（木）】

株主総会で株主に報告する収支決算報告書の作成
株主総会で発表する振り返り作文の作成

２回

12
レオス・キャピタルワークス株式会社仲岡さん・池田さんを迎
えての株主総会リハーサル【12月16日（火）】

株主総会のリハーサルの参観から助言をもらい，株主総会を
ブラッシュアップ

１回

13 株主総会【12月18日（木）】

それぞれの部署から事業報告
収支決算報告
株主優待の進呈・配当金の分配
寄贈式（利益で購入した物品をスプリングポートに寄付）
振り返り作文の発表
廃業

１回

(表２　起業体験学習のプログラムと内容）

プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） インタビュー，振り返り作文に表れるソー

シャルスキル４分類とその考察 

 起業体験学習後に起業体験学習に参加した通室生

に実施したインタビューや振り返り作文で表れた言

葉をソーシャルスキルの４分類（①基本的なかかわ

りスキル，②仲間関係発展・共感的スキル，③主張

行動スキル，④問題解決スキル）の観点で整理し考

察した。なお，下線部は４分類に整理したキーワー

ドである。 

①基本的なかかわりスキル 

・みんなとうまくやれるか心配だったが，やさしく

受け入れてくれてうれしかった。 

・プレゼンが成功してうれしかった。 

・フリマでは，自信を持って人に話しかけられた。 

・フリーマーケット当日は緊張や不安があったが，

たくさんのお客様が来店し，達成感を得られた。 

・初めて会う人にプレゼンをすることができた。 

・初めて会うお客さんに話しかけることができた。 

・レオスさんや玉木さん，保護者，先生方に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンを行ったことは難しかった。 

・初めて会うお客さんに接客することが難しかった。 

いろいろな人とコミュニケーションをとって信頼さ

れるようになりたいと思った。 

・今後，他の通室生にもたくさん話しかけていきた

い。 

・私は元々，コミュニケーションが苦手だったが，

いろいろな学年の人やスタッフの方とコミュニケー

ションをとるなかで私も話せるようになった。 

＜① の考察＞ 

 事業プレゼンやフリーマーケットでの接客で「コ

ミュニケーションに自信がついた」という感想が目

立った。いずれも普段スプリングポートでは接する

ことのない「外部の方とのつながる経験」が児童生

徒たちの自信につながったと考えられる。 

②仲間関係発展・共感的スキル 

・失敗を経験したことで，一人でできなかったこと



「教育課題研究支援」研究報告書                【グループ】様式 6 

48 

 

もチームで話し合って決められるようになった。 

・みんなのおかげで完売までいけた。 

・起業体験学習でたくさんの学びや，わくわくを経

験でき，スプリングポートの先生や通室生と話す機

会が増えたことをうれしく思う。 

・お客さんに笑顔で話しかけることができた。 

・フリーマーケット当日はみんなの戦略やよびかけ

でたくさんの商品を買ってもらうことができた。 

・フリマでは全員の力を合わせたので完売できた。 

・物作りがとても不得意だが，商品を手に取ってく

れた人が喜ぶ姿を見た時にやりがいを感じた。 

・みんなで一つの目標に向かう経験ができた。 

・自分が作った商品が売れるか不安でやめたかった

がみんなが頑張っていたのでやり切ろうと思った。 

＜② の考察＞ 

 フリーマーケットでの商品販売や商品作りの失敗

を「チームで力を合わせて乗り越えた」という感想

が目立った。「一つの目標に対してチームで取り組

む」なかで仲間関係発展・共感スキルが身についた

と考えられる。 

③主張行動スキル 

・一人ひとりが責任を果たすことが今回の学習の目

標だと感じた。 

・商品の製造が期日に間に合いそうになかったので

工程を分担して取り組むことを提案した。 

・会社のロゴを提案し採用された。 

・商品を自分で考え製造できた。 

・投資家の方々に株を買ってもらいたいという気持

ちが伝わるようなプレゼンができた。 

・フリーマーケット当日は「やってやる」という強

い気持ちで臨めた。 

・プレゼンで自分の意見を人前で言えた。 

＜③ の考察＞ 

 社名や会社ロゴ，商品を考えるなかで「責任感」

が芽生え、「提案する」「意見や考えを言う」などの

主張行動スキルが身についたと考えられる。 

④問題解決スキル 

・体験したことのない活動に挑戦することで，自分

の成長につながる大切なことに気づけた。 

・材料の購入で，先を見通すことが大切だと思った。 

・投資家プレゼンは不安だったが，練習を重ねてい

くうちに不安が和らいだ。 

・目標金額が達成されたときはとてもうれしかった。 

・無理だと思ってもあきらめずに挑戦することが大

切だと学んだ。 

・最初は不安だったが時間とともにワクワクした気

持ちが大きくなった。 

・最初は失敗した試作品もあきらめずに何度も試行

錯誤を重ねるうちにきれいな商品ができた。 

・投資家の前でプレゼンを行うと聞いたときは不安

で逃げたくなったが当日はプレゼンを楽しめた。 

・パソコンは不得意だけど先生のサポートのおかげ

でかわいいチラシを作れた。 

・投資家に投資してもらうことや材料費の計算，販

売の仕方などを考えることができ勉強になった。 

・最初はストローを使ったレジンチャームを作ろう

としたが失敗し，試行錯誤することで作れるように

なり，オイルを入れた商品なども作れるようになっ

た。作れる楽しさを感じた。 

・小学生の私にプレゼンができたので大きくなって

からもきっと出来るという自信がついた。 

・起業体験の経験を活かして苦手を苦手なままにせ

ず挑戦してできることを増やしたい。 

＜④ の考察＞ 

 商品の開発や事業プレゼンで「失敗を乗り越えた

り」，「不得意なことに挑戦したり」するなかで，「相

談すること」，「試行錯誤すること」，「チャレンジす

ること」を前向きにとらえることができ，問題解決

スキルが身に付いたと考えられる。 

（４）起業体験学習に参加した通室生の保護者アン

ケート（５人）の結果と考察 

 起業体験学習に参加した通室生の保護者にアンケ

ートを４件法と記述回答で実施した。（表３） 
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項目　 平均値
1 起業体験学習の話をご家庭でされましたか。 3.6

2
起業体験学習を通してお子様に自信がついた
と感じられますか。

3.8

3
起業体験学習を通してお子様の挑戦する姿勢
を感じられましたか。

4

4
起業体験学習の全体的な満足度を教えてくだ
さい。

4

　(表３　起業体験学習に参加した通室生の保護者へのアンケート)

起業体験学習を通してお子様の成長を感じられた具体的
な場面等があれば教えてください。

起業体験学習の良かった点や課題点等があれば教えてく
ださい。

5

6

・（フリマ当日）わが子が妹にも優しく話しかけてくれてキラ
キラしていた。
・自身なさげたったのが，日に日に楽しそうな顔をして友達
ともしゃべる機会が増えた。
・グループ生のお兄さんお姉さんとの仲が深まった。
・自分たちで会社を作り商品を売るとても貴重な経験がで
きた。
・中学校ではできない経験ができた。
・外部の人との関わりをたくさん経験できた。

・うまくいかなくてもあきらめない姿が見えた。
・仲間とのつながりが深められた。
・人前で話すこと，不安感が強いことが少しなくなった。
・自分で考えて取り組んでいる姿に成長を感じられた。
・人との接し方，いろいろな考え方などわが子の意外な面
が見えた。
・仲間と協力して目標に向かう姿，人の前で話をする力が
見られた。
・日に日にやる気が見えて表情も変わり驚いた。
・はじめの頃は腹痛で通室できないときもあったが，自分
で乗り越えて最後までやり切れた。

 

 保護者は，起業体験学習に参加した児童生徒の様

子から，「他の通室生とのつながり」，「スプリングポ

ートの関係者以外とのつながり」ができたこと，「自

信をつけた」「挑戦するようになった」と感じている

ことが読み取れた。 

 また，「不登校になってから学校での行事に参加し

ておらず，こどもの発表の機会が全くなかったので

起業体験学習の事業プレゼンや株主総会での振り返

り作文の発表，フリーマーケットでの販売など，こ

どもの発表を見る機会ができたことが貴重だった。」

という意見もあり，項目４の満足度の平均値が４で

ある要因の一つとなったと考察できる。 

（５）起業体験学習に参加した通室生の担任教員な

ど学校関係者（12人）へのアンケート 

 起業体験学習に参加した通室生の担任教員など学

校関係者へのアンケートを４件法と記述回答で実施

した。（表４） 

項目　 平均値
1 起業体験学習の話をこどもとしましたか。 3.31

2
起業体験学習を通してこどもに自信がついたと
感じられますか。

3.62

3
起業体験学習を通してこどもの挑戦する姿勢
を感じられましたか。

3.85

4
起業体験学習を通してこどもと学校（担任教
員，関係教員など）とのつながりは深まりました
か。

3.69

 (表４　起業体験学習に参加した通室生の担任など学校関係者へのアンケート)

起業体験学習を通してのこどもの成長や変容が感じられ
た具体的な場面等があれば教えてください。

・フリマの接客で見たことがないくらい堂々としていた。
・仲間や先生たちと力を合わせて楽しんで走りぬいた。
・プレゼンで堂々と話し，責任感も感じられた。
・プレゼンをしている姿を見て成長を感じた。
・フリマで人の目を見て接客している姿に成長を感じた。
・投資家へのプレゼンの姿に成長を感じた。
・人前に出るタイプではないのにあそこまで堂々とプレゼン
ができていて驚いた。

起業体験学習の良かった点や課題点等あれば教えてくだ
さい。

・不登校で普段あまり接する機会がないが，通知表の通
信欄に書ける内容がたくさんできた。
・（学校と）保護者とのつながりも深まった。
・いきいきとした姿が見られた。
・新しい挑戦として大成功だったと思う。
・こどもたちの一生懸命な姿が見られた。
・こどもとの交流の機会が増えた。
・こどもの新たな一面や努力の結果が見えた。
・こどもたちの自信につながる取り組みだった。
・学校では見たことのない表情が見られた。
・自分が保護者だったらととてもうれしいと思う。

5

6

 

 スプリングポートに通室しながら学校にも定期的

に登校している通室生は担任教員と起業体験学習の

話を学校や家庭訪問等で行っていた。また，普段あ

まり学校とのつながりがない通室生も，担任教員が

事業プレゼンに出席したりフリーマーケットに来店

したりすることを通じて通室生とのつながりが深ま

った。「学校では見られない児童生徒の表情が見られ

たこと」，「学校と保護者とのつながりが深まったこ

と」などもアンケートから読み取れた。 

  

４ 研究のまとめと展望 

インタビューや振り返り作文，アンケートの結果

と考察より，起業体験学習におけるSSTの取組の

効果として，以下のことが明らかになった。 

４分類のソーシャルスキルのすべてにおいて通

室生本人の肯定的な意見が多かった。特に投資家

への事業プレゼンにおいて，人前で話す等の不得

意なことに挑戦できたことで「基本的なかかわり

スキル」や「問題解決スキル」が身に付いたと考

えられる。 
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４分類以外にも，自己肯定感が向上したことや自

分に自信がついたこと，投資企業や，他の通室生

の保護者や学校関係者，フリーマーケットに来店

した初めて会った顧客など外部とのつながりがで

きたことも，中学校卒業後の社会的自立につなが

るスキルが身に付いたと考えられる。 

学校やスペシャルサポートルーム，教育支援教室

などでの不登校児童生徒の支援の過程において，

今回実施した起業体験学習のような，「児童生徒が

外部の様々な人とかかわる」「難しく感じられるこ

とに挑戦する」「自身の考えや意見を自分なりに表

現する」「チームで１つのミッションを達成する」

といった要素を体験できる機会を取り入れること

は，不登校児童生徒が社会的自立に向かうための

支援策を検討するうえで重要な観点である。 

 

＜参考文献＞ 

〇堺市教育センター（2025） 『教育支援教室におけ

るソーシャルスキルトレーニングの実践研究』 

〇小林正幸（2005）『先生のためのやさしいソーシャ

ルスキル教育』 

〇レオス・キャピタルワークス株式会社ひふみ金融

経済教育ラボ（2024）『投資家と考える10歳から

のお金の話』 
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１  はじめに 

 本市では，個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実を通して，こどもが自ら学びを進め，自分自身

や他者，社会の豊かさの実現に向けて行動できる「自

律した学習者」の育成をめざしている。その実現に向

けては，授業のなかでこどもがどのように学び，教師

がどのように支援するかを問い続けることが不可欠

である。 

 今年度は，「自ら学びを進めるこども」を，その教科

らしく，かつその子らしく学ぶ姿として捉え，内容と

方法を分けるのではなく，一体として授業改善を進め

ることを重視した。特に，授業におけるフィードバッ

クの在り方，ICT の効果的な活用，研修のデザインや

伴走支援の方法は，教師自身の学びを支え，ひいては

こどもの学びの質を高める重要な要素であると考え

た。 

 そこで本研究では，総合的な学力向上研究員（以下

インフルエンサー）派遣事業を通して行ってきた「授

業参観後のフィードバック」，「指導案検討や校内研修

への伴走支援」，「ICTおよび生成 AIの活用に関する取

組」を整理・分析し，授業改善に資する伴走支援につ

いて明らかにすることを目的とした。本研究を通して，

教師が自らの実践を振り返り，次の実践へとつなげて

いくための支援の在り方について考察する。 

令和７年度の総合的な学力向上研究員は，学びのイ

ンフルエンサー３名，ICT インフルエンサー６名の計

９名（小学校５名，中学校４名）で構成されている。 

学びのインフルエンサーは，主として教師の授業改 

善」「こどもの学び方」に着目した取組を校内で実践す

ることや、全市に向けてその実践事例の発信や各学校

の実態に応じた学力向上支援を行うことを目的とし，

ICTインフルエンサーは，主として ICTを効果的に活 

 

用し、児童・生徒の学力や情報活用能力等を育成する 

ため、ICT 活用に関する研究及び学校園への支援や情

報発信することを目的として配置している。勤務形態

は，原則４日は自校勤務とし，週１日はインフルエン

サー業務にあたる。 

 

２ 研究内容 

１ 授業参観後のフィードバック 

 教師にとって，授業づくりのヒントや，新たな気づ

きがうまれるフィードバックとするためには，どのよ

うな内容を，どのようにフィードバックするかが重要

である。私たちインフルエンサーが参観する授業は，

授業者の一面に過ぎない。その授業者が，どのような

意図で，またどのような思いで日々の授業に取り組ん

でいるのか，本時だけではわからない。だからこそ，

「指導」という視点ではなく，「伴走支援」という視点

をもって，授業を参観するよう心掛けた。 

 まず，内容について，授業中に見られた教師の指導

や，こどもたちの姿で，いいところを見つけ，価値づ

けることをきっかけとし，教師の授業についての悩み

や困り感を引き出すことで，ともに授業づくりについ

て話し合うことを，強く意識した。 

 教師の悩みや困り感は，多様であり，校内研修など

の全体の研修では十分に反映されないことも多々あ

る。だからこそ，フィードバックでは，個々のニーズ

に合わせ，本市が提唱している「学びのコンパス」の

理念を，その人その人に合わせて伝えるよう努めた。 

 次にフィードバックの方法であるが，主に以下の３

つが挙げられる。 

①派遣当日の放課後，インフルエンサーが待機する部

屋で，伴走支援スライドを用いて，それぞれにフィ

ードバックを行う。 

「総合的な学力向上（こどもの学び・ICT活用推進）研究員の取組」 

～伴走支援のありかたについて～ 

                           能力開発課・学校 ICT化推進室                                                                     

 研究者 （ こどもの学び研究員 杉田 拓也 岸本 涼子 菅原 誠志 ） 

     （ ICT活用推進研究員 上口 真衣 山口 千晶 辻田 悠紀 関戸 裕香 

                 桑原 真理 江島 大智 ） 

コメントの追加 [s1]: 表記揺れ統一 

・「子ども」→「こども」 

・「堺市」→「本市」 

・「教員」「先生」→「教師」 

・タイトル、大項目…MS明朝 12pt 太字  

 ※大項目には下線 

・本文…MS明朝 10.5pt 

・1行、両端揃え 

 ※レイアウトは、行間ではなく内容及び図表で調整 

・常体（だ・である） 

・読点（全角カンマ） 

・ローマ数字、アルファベットは、ひと桁は全角 

・ローマ数字、アルファベットは、ふた桁以上は半角 

・（）は全角 

・授業／教材―「作り」→「づくり」 

コメントの追加 [s2R1]: 「子ども」→「こども」 

まる：「○（記号）」→まる：「〇（漢数字）」 

「一人一人」→「一人ひとり」 

「実践する中で」→「実践するなかで」 

「もし」→「もしも」 

「来年度」→「次年度」 

「でも」→「しかし」 

「目的の下」→「目的のもと」 

「何か」→「なにか」 

「参考にしながら」→「参考としながら」 

「全て」→「すべて」 

「取組み（名詞）」→「取組」 

「指す」→「示す」 

「取組み（動詞）」→「取り組み」 

「下さい」→「ください」 

「～の上」→「～のうえ」 

コメントの追加 [s3]: 「本時」は一般的な語としてよいでし

ょうか。 

「その授業」「参観授業」等言い換えるのが適切？ 

コメントの追加 [s4]: 接続詞として適切でしょうか。 

この後も「だからこそ」が繰り返される。 

順接＋強調 

順接であれば「したがって」？ 

理由で「そのため」？ 

コメントの追加 [s5]: 上に同じ。 
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②授業終了直後や課業中の空き時間などに，ポイント

を絞ってフィードバックを行う。 

③派遣終了後，Teams の交流チームやチャットで，フ

ィードバックを行う。 

 フィードバックの多くは，①か②であるが，派遣当

日は時間も限られので，特に授業者から熱心に質問を

受けたり，インフルエンサーから参考資料があったり

する場合には，③のフィードバックも行うようにした。

特に③に関しては，派遣当日のみならず，長期的に伴

走支援することができる。 

 授業者へのフィードバックは，授業づくりについて，

授業者に寄り添い，ともに考える機会である。 

 

  図１ 授業者に対するフィードバックの様子 

 

２ 指導案検討や校内研修への伴走支援 

 派遣先の学校では，各校の校内研修の伴走支援も行

った。それぞれの学校で思い描いているめざすこども

像や研究テーマを伺い，学びのコンパスの視点とどう

つなげるかを大切にしながら実践した。 

① 指導案検討への伴走支援 

【事例１：Ａ小学校】  

 「教科の見方・考え方」「ICTの効果的な活用」など

について，どのようなニーズがあるのか，教師と対話

をしながら伴走支援をするよう努めた。３年生算数

「まるい形を調べよう」では，教科書をもとに，こど

もたちの実態に応じてどのような本時の展開にすれ

ばよいか検討した。既習事項の復習や実際に体験させ

たいという授業者の思いを尊重し，身近なものでイメ

ージできるよう，教室や窓から見える景色などから見

つけられるようなものをともに探した。いつも見てい

るものでも，人によって視点が変わり，新たな気づき

が生まれるような伴走支援を行った。後日，円を描く

方法を考える授業では，玉入れを行う際に平等に投げ

ることができる隊形はどのような形なのかを実際に

玉を投げて体験する活動を通して理解を深めていた。

インフルエンサーは，指導案を読み，他の教科の考え

方「まとめてわかる」というとらえ方と似ていたため，

関連付けるようなアドバイスを行った。ここでは，自

校と研究教科が違っていても，「各教科の見方・考え方」

や「その子らしい学び」を視点にして，授業者の困り

感に寄り添い，授業展開について実例を出しながら，

考えることを意識して取り組んだ。 

 

    図２ Ａ小学校の指導案検討の様子 

【事例２：Ｂ小学校】 

 ６年生 国語では，校内の研修テーマをもとに学年

でのテーマを設定し，そのテーマに対して自分たちで

取り組んだことの報告や提案もあり，教師の研修に対

する意識の高さや，学年がチームとして協力し，研修

を進める姿勢を感じることができた。 

 インフルエンサーは，教科の「見方・考え方」を共

有し，他のインフルエンサーと協働しながら検討した。

その学校のめざすところやニーズに応じた内容を提

案し，それぞれのインフルエンサーが現場で実践して

いることを紹介し，協議を進めることを意識した。 

 

   図３ Ｂ小学校の指導案検討の様子 

 このように，様々な学校の指導案検討会に参加し，

教科・単元を問わず，「教科の見方・考え方」「その子

らしい学びは何なのか」を考えることが大切だと感じ

た。教師にとって，授業づくりのヒントになったり，

新たな気づきがうまれたりするような伴走支援を今

コメントの追加 [s6]: 「インフルエンサーとしての可能

性」？ 

飛躍している気がしました、どのように着地しましょう。 

コメントの追加 [s7]: よくわからなかったです。。どうすれば

意味が通るでしょうか。 
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後もしていきたいと考える。 

② 校内研修への伴走支援 

 校内研修への伴走支援では，自校以外の学校で研修

を行う際に，教職員が探究的な学びを体験できること

を念頭に置き，研修の在り方について議論を重ねた。

また，学校によって課題に感じている部分が違うこと

から，事前のアンケートや打ち合わせを行い，現場か

ら上がった研修内容を精査して行った（図４）。管理職

や研修主任，教科担任の間でも感じていることが多様

であり，それらのバランスを取りながら対話を重ねて

研修を構築した。 

 インフルエンサーは，指導主事ではなく，現職の教

師であることを強みとして捉え，悩みの共有や個人と

しての挑戦を後押しすることで，受け手にとって新鮮

な時間を提供できる。また，それぞれのインフルエン

サーが，各校の取組みを自校に置き換えて実践するこ

とができたり，授業研究を進めていくなかで有用な気

づきが多くもつことができた。 

 
       図４ 校内研修の様子 

【事例３：Ｃ小学校】 

 Ｃ小学校は主に ICT機器の利活用，こどもが自ら学

びを進める力をつける授業の研究，校務改善等の実践

の共有や提案，協議を行う研修を行った。なかには教

科に特化したものや，学校群で行うもの，特定のワー

キンググループを対象として行うものもあり，研修校

からの要望と事前の打ち合わせと織り交ぜて組み立て

た。 

 研修は，放課後の限られた時間に行われることが多

く，短い時間で教師の学びとなるものを作る必要があ

る。時間内にいくつかの部会に分かれ，自分に合った

研修を選択することができる形式も取った。Ｃ校では，

研修後にアンケートを取り，以後の研修の改善に役立

てている。各校の要望が異なるなかで，すぐに日常の

業務や授業に取り入れられるよう，アイスブレイクか

ら研修内の活動，アイデアの共有方法等を議論した。

また，定期的にインフルエンサー全員で集まり，それ

ぞれの活動を振り返り，各校へのより良いアプローチ

方法を検討する場を設けた。 

 

３ ICTおよび生成AIの活用に関する取組 

 

〇センター研修での学び 

 ICTの活用は手段であり，自ら学びを進めるこども

を育てることが目的である。ICT だからこそ可能な活

用方法が，学びを深めるICTの効果的な活用ではない

かと考えた。教育センター研修にて学んだ，以下の視

点を大切にし，伴走支援を進めた。 

＜端末活用の７つの「しやすさ」＞ 

① 書きやすい・消しやすい 

② 動かしやすい・試しやすい 

③ 共有しやすい・連動しやすい 

④ 大きくしやすい・着目しやすい 

⑤ 繰り返しやすい・確認しやすい 

⑥ 残しやすい・比べやすい 

⑦ 説明しやすい・まとめやすい 

図５ NITS（国立教育政策研究所）副教材「学校における ICT を活用した学習場面」より 

 自ら学びを進めるこどもを育てるためには，まずは

「使ってみる。」という段階が必要ではあるが，最終的

には「すべてをICTで。」ではなく，デジタルとアナロ

グのそれぞれのメリットとデメリットを踏まえたう

えでこども自身が選択できる姿が理想である。実際，

各学校へ訪問し，教師との対話のなかで，認識が偏っ

ていると感じることもあった。授業のなかでは，教師

の狙いや思いが優先されるべきで，それに沿って ICT

を効果的に活用する姿が見られるように伴走支援を

することがインフルエンサーの役目だと考える。 

ICT 活用において，以下のような段階を意識するこ

とも大切であるという気づきもあった。 

コメントの追加 [s8]: 意味が通っていないように感じまし

た。 

ただうまく言葉が紡げず、、、すみません。 

どうしましょう。 
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図６ NITS（国立教育政策研究所）副教材「学校における ICT を活用した学習場面」より  

 

〇伴走支援の実際 

 各学校や学校種によっても活用頻度は異なるとい

う実態があった。こどもたちがICTを学習の手段とし

て活用し，自ら学びを進めるようになるためには，継

続した活用が不可欠である。そのためにも，各学校や

学校種での活用頻度の差を縮め，こどもたちが普段の

学習からICTの活用が選択肢の１つとなるような状況

をめざしたい。 

 ICT は授業において「活用されている」かどうかが

注目されがちである。しかし児童・生徒の学習活動が

活発で，端末の活用が積極的であっても，その先の学

びの深さとは比例しないということを実感する場面

が多々あった。重要であるのは，ICT の活用が「教科

の見方・考え方」を働かせるためのものであるという

点である。端末を活用することで，しやすくなる点と，

各教科における「見方・考え方」が深く関連すること

で深い学び・探究的な学びが生まれると考え，ICT の

活用そのものが目的になることがないよう意識し授

業づくりを行ってきた。 

 

〇インフルエンサーの実践 

【事例 英語科・外国語科】 

 英語科・外国語科では，「外国語で表現し考えを伝え

合うため」の練習方法としてTeamsのラーニングアク

セラレータを用いたスピーキング練習を行った。また，

「コミュニケーションを行う目的や場面」を設定し，

「外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者

との関わりに着目して捉える」ための活用として

Padlet 等のブラウザアプリを用いた海外の人々との

やり取りを実施した。さらにふりかえりの場面では，

「情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築する」

ことを意識した。生徒どうしがお互いの表現内容や方

法についてアドバイスし合えるようExcelの共同編集

によるポートフォリオを活用した。 

【事例 社会科】 

社会科においては，「社会的事象を位置や空間的な

広がり，時期や時間の経過，事象や人々の相互関係に

着目して捉え」，「比較・分類・総合し，地域の人々や

国民の生活と関連付けさせる」ための端末活用を試行

錯誤した。 

 端末を介した考えの共有，作成した成果物の共有を

もとに，それらをカテゴリー分けしたり，児童が分担

して調べた内容を組み合わせてそこから総合的に考

えたりできる教材づくりを意識して行った。 

 

図７ 児童が調べた内容を一つにまとめ，気付きを促すために活用した SKY MENU「画像合成」 

 ICT の活用は「一斉に同じことをする」ためのツー

ルではなく，「教科の見方・考え方」に立ち返ることで

端末・ノート・板書それぞれの役割を整理し，それぞ

れを有効に活用することに意義があると考える。教師

が「何を考え学ばせたいか」を明確にし，そのために

いかにICTを活用できるかを考えることが授業づくり

において最も重要である。 

 

〇ICT活用事例集 

 インフルエンサーは，自身が学んだ内容を生かして

ICT を活用した授業を実施し，その際のこどもの様子

も含めて事例にしている。また，所属校や派遣先での

ICT 活用授業も事例としてまとめている。（図８）

コメントの追加 [s9]: ニュアンスをうまく拾いたいのです

が、、、、 

助けてください。 

コメントの追加 [s10]: 「ICTの活用」→「教科の見方・考え

方を働かせるため」？ 

「教科の見方・考え方を働かせ、ICTを活用することが重

要」…ですかね。どうしましょうか。 

コメントの追加 [s11]: 意味を通したいのですが、「ことで」

を繰り返してしまいました。うまく表現したいのですが。。。 
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       図８ ICT活用事例 

ただ ICTを使うのではなく，「ICTを用いてこどもを

〇〇な姿にしたい」という目的意識や，ICT 活用によ

る効果に着目した事例が多く見られる。ICT 活用によ

り取り組みやすくなるよう，インフルエンサーの事例

だけではなく，各校の授業も活用事例として全市に広

めている。        

ICT 活用事例【授業】には「こどもが自ら学びを進

めるための ICT 端末の利活用の考え方」をテーマに，

各教科の授業における ICT 活用事例を掲載している。

教科別・学年別に分類することで，教師が求める実践

事例を迅速に確認できるよう作成している。 

また，「Microsoft365の使い方」「GIGA開き・GIGA端

末」「発表ノート活用事例」「おすすめアプリ」などの

項目を設け，教師が必要な情報を容易に検索できるよ

う活用事例を整理している。（図９） 

 

     図９ ICT活用事例集掲載ページ 

インフルエンサーは，派遣先のニーズに応じて ICT

活用事例を積極的に紹介している。こうした取組によ

り，派遣先からは「実際にやってみました」という声

や，「ICTをどの場面で活用し，こどもの姿がどう変わ

ったのかを研修で紹介してほしい」という要望が寄せ

られている。 

活用事例とあわせて操作研修を行うことで，ICT 機

器の操作のみを伝える場にとどめず，こどもの学びと

の関連を意識しながら受講できるような研修構成に

努めた。 

操作については資料にまとめ，インフルエンサー間で

共有した。資料作成にあたってはこどもの画面の画像

を取り入れるなどして，授業で実際に活用する場面を

イメージすることができるよう工夫した。 

また，インフルエンサーと派遣先の学校との交流チ

ームを活用し，Teams 内で研修資料や教材データを共

有するチャネルを作成するなど，訪問後も教師が学び

続けられるような環境を整備した。さらにそのチャネ

ルを活用し，派遣当日に受けた質問をまとめて資料を

作成し，フィードバックするなど，継続的な支援につ

なげることができた。 

 

〇 GIGA開き（モラル教育） 

インフルエンサー派遣事業において，多くの学校で

GIGA開きのサポートを行った。GIGA開きとは，初めて

GIGA端末に触れる児童を対象に，諸注意を伝えつつ初

期設定を行う授業である。現行の GIGA 端末はコロナ

禍において急ぎ足で整備されたため，当初はルールや

モラルを十分に示すことができないまま児童・生徒に

端末が渡った経緯がある。その後，授業での活用が進

むなかで，少しずつデジタル・シティズンシップ教育

が浸透し，現在の運用へと改善されてきた。 

 令和８年度からは GIGA 端末の更新が予定されてお

り，改めてデジタル・シティズンシップ教育の重要性

を確認する必要がある。特に，小学１年生のみを対象

とするのではなく，全学年で継続的に指導することが

効果的であることを職員研修にて共有した。また，端

末を「与える」だけでなく，児童・生徒が安心して使

いこなし，自分と他者を大切にするための態度形成を

支える指導体制の整備も重要であると再認識した。 

 さらに，生成AIの校務活用が広まりつつあるなか，

多くの教師が関心を寄せて研修に参加した。研修では，

学校現場で生成 AI を活用する際の留意点について意

見交換を行い，安全かつ効果的な利用方法を検討する

機会となった。特に，校務作業の効率化や教材作成の

負担軽減といった実践的な視点から，AI活用の可能性

が具体的に議論され，今後の学校運営にも寄与する手

応えが得られた。 

 

〇 授業での生成AI活用 
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 今年度，本市では４校が「AI の活用による英語教育

強化事業」モデル校として選定され，中学校英語科の

授業で生徒が「書くこと」の技能を伸ばすことが目的

とし，生成AI（Microsoft Copilot）を使用した。 

モデル校に勤務しているインフルエンサーは，生成 AI

に関する情報モラルと操作研修を受講し，自校での実

践を通して，生成AIの活用推進に努めた。 

「思考をAIに丸投げしないこと」「自分の意見を持

ってからAIに投げかけること」「ハルシネーション（AI

の間違い）が起きることがあること」「内容の精査（フ

ァクトチェック含む）は必須であること」がAIの取り

扱い時における留意点として，実践を通して整理する

ことができた。 

また，学習者の習熟度に合わせてCopilotを利活用

できるようプロンプト例を提案した。生徒が授業で使

用した代表的なプロンプト例は，以下の 4 点である。

①「英文の文法や語句をチェックしてください。」（評

価，添削）②「英語でやり取りがしたいです。私の英

語に対して簡単な英語で返してください。」（対話）③

Copilotと英語でやり取り。（チャットのような使い方）

（対話）④「こういう時，英語でどのように表現しま

すか？“〇〇”という語（や文法）を使って文を作り

たいです。」（アイデア出し） 

 授業での生成AI活用の成果は，生成AIが文法や語

彙のフィードバックを与えてくれることにより，教師

は英文の内容面や生徒の心情の表現等に迫ったフィ

ードバックが可能になり，共有のための時間に充てる

ことができるようになった。生成 AI を活用したこと

により，英語でのコミュニケーションにおける思考

力・判断力・表現力等が豊かになったと教師も生徒も

感じている。 

 一方，課題は，生徒の疑問に対して生成AIから「答

え」が返ってくることがあるので，「答え」ではなく「視

点」が返ってくるよう生徒がプロンプトを工夫できる

よう指導することが重要である。「学びのプロセスの

補助」としてのAI活用方法を考え，推進していく必要

がある。 

生成 AI の使い方によっては個別最適な学びと協働的

な学びの両方に利活用することができると考える。 

 

   図10 生成 AIを活用した授業の様子 

 

〇校務軽減での生成AIの活用 

中学校教頭研修会に参会し，生成 AI を活用した校

務軽減に関する研修を行った。多くの教頭先生から AI

使用に関する前向きな意見を頂いた。文書の添削や評

価ルーブリックの作成などに AI を取り入れようとす

る意見が多い。一方で年齢制限に関する規約や個人情

報保護の観点もよく理解してから使用しなければな

らない。AIについての知識を学び，研修で伝えていく

ことでより安全に生成 AI を活用することにつながっ

たと感じる。 

 

４ 今後の課題 

 活動・研究を通して，市内には発信すべき先進的な

教育実践が多くあることがわかった。しかし一方で，

本市がめざす方向性の捉え方に若干の相違が生じる場

面も見られ，継続的な研修によって各校でリーダーシ

ップを発揮できる教師を増やしていくことが必要であ

ることもわかった。多様な強みを持った教師が多くい

るなかで，それぞれが力を発揮するには，知識伝達型

の研修と探究的な研修をバランス良く進めていき，研

修観・教育観のアップデートの伴走支援を行う必要が

ある。そのために，身近な存在の取組に触れる機会を

増やし，またそれを発信しやすい環境を構築すること

で，更なる教育実践の広がりに繋がると考える。 

 本研究では，インフルエンサー派遣事業における取

組を通して，授業後のフィードバックや指導案検討，

研修の在り方，ICTおよび生成 AIの利活用について検

討してきた。実践を重ねるなかで，授業者に寄り添い，

ともに考える「伴走支援」という視点が，教師の安心

感や意欲を高め，新たな授業改善につながることが明
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らかとなった。 

 また，ICT 活用については，端末を使うこと自体が

目的になるのではなく，教科の見方・考え方を働かせ，

こどもが自ら学びを進めるための手段として活用す

ることの重要性を改めて確認することができた。さら

に，生成AIの授業および校務での活用は，適切な指導

とルールのもとで行うことで，教師・生徒双方の学び

を支える有効なツールとなり得ることが示唆された。 

 一方で，本市がめざす教育の方向性の捉え方や ICT

活用の度合いには，学校や個人による差が見られるこ

とも課題として挙げられる。今後は，知識伝達型の研

修と探究的な研修をバランスよく位置付け，研修観・

授業観のアップデートを継続的に支えていくことが

求められる。 

 次年度以降も，現場に近い立場からの発信と伴走支

援を大切にしながら，教師どうしが学び合い，実践を

広げていける環境づくりを進めていきたい。その積み

重ねが，自ら学びを進めるこどもの育成につながると

考えている。 
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